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社会福祉法人  維雅幸育会
びいはいぶ（三重県）

・利用者（B型）　４事業所　定員 54人　現員 60人　施設外就労活動利用者 37人
　　　　　　　　（障害程度区分 ①０　②６　③14　④11　⑤０　⑥０　判定未 6）
・スタッフ　　　４事業所　施設外就労活動担当職員（常勤） 16 人、補助指導員（非常勤） 11 人
・施設外就労活動の統括　　就労継続支援 B型事業所「びいはいぶ」　　管理者　菊田愛香
・連携企業　　株式会社ミルボン・ロート製薬株式会社・サラヤ株式会社
・連携企業　　チョーヤ梅酒株式会社・中外医薬生産株式会社
・活動内容　　利用者と正規職員・パート職員がユニットを組んで企業内で請負作業に取り組む        
・在宅就業支援団体の登録（平成 24年 10月登録）と活用
・中間就労の場としての活用 (高齢者・就労困難者・障がいのある子を持つ方の就業支援）
・生活困窮者就労訓練事業（平成 27年 12月開始）  外国人含
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　主に、業務用ヘアケア美容品 ( カラー剤・
シャンプー等 ) の製造をしている株式会社ミ
ルボン（以下「ミルボン」）ゆめが丘工場内で、
本業の製造ラインの包装・梱包作業を請負う
「施設外就労」と、ラベル貼り等のオフライン
作業に分かれ生産活動をしています。
　その他、ロート製薬株式会社・チョーヤ梅
酒株式会社・中外医薬生産株式会社・サラヤ
株式会社とも請負契約を締結しており、2021
年 3月現在、利用者 58人、職員 27人が施設
外就労活動に取り組んでいます。
　利用者と支援者 ( 福祉専門職及び作業担当
パート職員 ) がユニットを組んで活動してお
り、利用者３人に対し支援者１人以上の人員
を配置しています。
　また、利用者さん個々の障がい特性やニー
ズにあった「働く場」を提供し、安心・安定し
た日中活動に取り組めるよう、体調面や精神
面など様々な方面から配慮やサポートをしな
がら福祉的就労の環境を整えています。　

　利用者さんの中には、一般就労をしたもの
の、職場で上手く人間関係が築けないことや
環境（上司の交代、出勤日・勤務時間の変更な
ど）に対応できないために離職した方がたく
さんおり、そのような方々への支援として、一
般就労により近い形で安心して働くことがで
きる場の提供が必要でした。そのため、幅広い
作業工程が存在する企業内での施設外就労活
動に着目しました。
　それに、請負型の施設外就労活動は、必要経
費や管理費が最低限に抑えられるため、収益

のほとんどを人件費に充当できるため、高工
賃が支給できるとも考えました。

　福祉事業所がどのような生産活動を組み立
てて、利益を生み出すのかが不透明でしたの
で、企業によっては様々な点で不安な様子が
伺えました。
　しかし、①品質の担保、②生産量の確保、③
納期厳守の３点を守り続けた結果、企業から
の信頼が得られ、他の請負会社や派遣会社と
同様に製造ラインを任されるまでになれたの
だと思います。今では、新しい仕事について、
「やってみないか」とお声をかけてくれるよう
になりました。
　また作業単価については、適正な金額で交
渉し契約を交わすことができているので、高
い工賃支給につながっているのだと思いま
す。

　平成 18 年の障害者自立支援法前後から、
本格的にミルボンでの施設外就労活動に取り
組んだことをきっかけに急激に売上が伸びま
した。
　当初は、製造業のノウハウのある職員を中
心に、生産計画作成・作業の効率化や品質担
保などについての職員教育に力点をおきなが
ら取り組みました。
　平成 21 年頃には、ミルボンの新製品が出
るタイミングに合わせ、自前でラベラー機を
購入し生産量を増やしました。
　機械を導入したことで障がいの重い人の生
産活動への参加が可能となりましたがそれと
同時に、生活面への支援度が高い利用者の活

動機会が増えたため、生産活動と生活支援を
両立するために、パートタイムの支援者を多
く採用し、職員配置基準 10：１（7.5：１）の
ところ当事業所では３：１としました。
　平成 24 年頃には、ミルボン内で請負う製
造ライン数を増やすことに挑戦しました。
色々な壁はありましたが、諦めずに取り組ん
だことで売上を更に伸ばすことができたのだ
と思います。
　そして同時に障がいの重い人の「働く場」の
拡大のチャンスだとも考えました。その為に
行ったことが製造ラインの工程を細分化で
す。結果、更に多くの利用者の方に対して「働
く場」の提供ができるようになりました。
　またこの頃には、利用者への高工賃支給が
可能となり、それぞれの「暮らし」においても
大きな変化が生まれたように思います。　　
最も大きな功績は生活保護受給者０となった
ことではないでしょうか。
　平成 29 年頃には、契約企業が５社に増え
たことをきっかけに、同じ目的を持った他法
人と連携した新たな形での「施設外就労」の取
り組みが始まりました。この形態が「M.I.E モ
デル」の特長として評価されています。

【内外との連携がポイント】
　当初は、企業からの依頼については断らず
可能な限り対応しました。
　しかし、びいはいぶだけでは対応に限界が
あったので、法人全体でフォロー体制を整え
実績を積み上げました。
　さらに施設外就労先の契約企業が５企業に
なった頃から「高い工賃を支給したい」といっ
た同じ目的を持った他法人と連携して、それ
ぞれの特性を活かした合同での施設外就労の
取り組みを開始し、単一法人では困難であっ
た企業の要望に応えることができるようにな
りました。

【現場から学ぶ職員教育】 
　企業内の業務改善研修に職員も積極的に参
加させていただき、社員さんと一緒に学ばせ
て頂きました。
　その中で、５S活動等基本的なことは、就労
支援に必要な働く場の環境整備、生産計画の
立て方・実行方法などに共通することが多い

ことに気づくことができました。
　ライン作業においては、社員さんと同じ視
点で話ができるようになり、当事業所からの
提案や情報の共有がスムーズにできるように
なりました。社員さんとの連携ができるよう
になったことで、特に利用者支援においては、
作業工程の分解のヒントがもらえるようにな
り、利用者の特性に合わせた配置ができるよ
うになりました。
　そして最大のポイントは、「仕事はまずは現
場から」という考え方を企業の責任者から教
わったことです。私たち支援も同様であると
考え、まず私自身が社員さんと一緒に生産ラ
インに入り作業内容を習得しよう考え実行し
ました。そしてその後、他の職員へ伝達を行い
支援のポイントを一緒に整理していきまし
た。他の請負ラインについても同様にしまし
た。
　今では、職員から改善提案などの多様な声
があがり、モチベーションの向上にもつな
がっています。職員同士が同じ目的・同じ内
容（方法）で利用者に関わることができ、利用
者への支援がスムーズに行うことができるよ
うになったと思います。

　現在進行形ですが、施設外就労に取り組む
利用者の確保に苦慮し続けています。
　施設外就労活動により、スキルが向上した
利用者は福祉的就労から一般就労へと送り出
します。そのために、新たな利用者の確保が必
要となりますが、全国的に障害者雇用が進み、
就労系事業所が激増する中で、訓練を希望す
る利用者が減っています。
　そのような中、企業からの仕事の受注はあ
るのにそれを受ける体制が整わないことが増
えているのです。
　また最近では、施設外就労活動から直接雇
用へステップアップした方の定着支援、定年
等で退職する方に対してのフェイドアウトの
支援度も高くなっています。
　このような多様な支援への対応策として、
数年前から当法人の職員と企業を退職した社
員との人事交流を始めました。それぞれのス
キルを活かした支援を提供することで、「当事
者と支援者」「企業と福祉事業所」がWINWIN
の関係になることをめざし、実践を継続して

います。

　
　何と言っても企業とのコラボレーションに
取り組んだことで、継続して高い工賃支給が
実現できています。
　施設外就労に傾注したこの十数年間で利用
契約の解除をする方はおらず、ほぼ皆勤で利
用されています。
　高工賃の支給は、利用者さんの暮らしに大
きな変化をもたらし、工賃と障害基礎年金で
生活することが可能となりました。更に「欲し
いものが買えるようになった」「趣味の時間が
充実した」など、それぞれの余暇活動の選択肢
が増え、暮らしの幅が広がったのではないか
と思います。
　また、施設外就労活動には、重度の障がいが
あり自ら動くことが難しい方も多くおられま
すが、慣れた環境で習得できた作業工程であ
れば、自主的に動き働く姿も日常的に見られ
ます。
　最近では施設外就労先が増え、様々な業種
に携わる中で、製品を作り出すことへの「責任
感」や「誇り」などが培われているように感じ
ます。
　特に、医療関係の企業では、新型コロナウイ
ルスの影響で休日を返上して取り組むほど繁
忙になった施設外就労先もありますが、コロ
ナ禍の大変な状況に、利用者・職員共に「役に
立ちたい」と思いながら、生産活動に取り組む
姿勢が見られました。
　それから、施設外就労先の企業側において
は、多くの障がいのある方たちの「働く姿」を
見た社員さんたちの「障がい」に対する概念が
少し変化し、「社員が優しくなった」という企
業様のお話もありました。企業内でも少しず
つ障がい者に対する理解が変化しているので
はないかと感じています。

　今後も高い工賃支給と一般就労への移行を
めざした施設外就労活動に取り組んでいきた
いと思います。
　施設外就労に取り組みながら障がいのある
方の就労支援をしてきた中で「環境がその人
を育てる」ことを実感してきました。

　一方で、障がいの特性の変化、精神面の変
化、また加齢による体力の低下など様々な課
題やニーズが生じている利用者もおられ、工
程の細分化や障がいの特性を考慮した配置転
換や作業方法など個々に合わせた支援や工夫
が必要になっているのも実感しています。
　このように、私たちが日々接している障が
いのある方には作業能力や社会適応能力に違
いや差がありますが、「働きたい」「高い工賃が
欲しい」などのニーズは明確です。
　私たちはこれらの思いに応えるべく、利用
者が主体となり充実した「働く・くらす」が確
立できるような福祉的就労の場を今後も提供
していきたいと思います。

　
　今回、「施設外就労「M.I.E モデル」～Mie 
inclusive Employment project ～」について
３人の有識者の先生方に活動の検証をして頂
きましたが、その中で「直接雇用」と「施設外就
労」の相乗効果において大きな期待を持てる
ことがわかりました。
　これからはそれら相乗効果のエビデンスを
明確にしていき施設外就労が「労働」と「福祉」
をつ
なぐ架け橋となっていくような活動にしてい
きたいと思います。
　「働く訓練よりも働く環境整備に重きをお
く」
　「障がいのある人もない人も共に企業の目
的を持って協働する」
　以上のことを念頭に置きながら、障がいの
ある人も、企業も、福祉事業所も、みんなが
WINWIN となるような取り組みを今後も続
けていきたいと思います。
　今後も、多くの方々のご理解とご協力をお
願い致します。

施設外就労活動の内容

施設外就労活動を始めたきっかけは

売上の推移とその背景について

取り組み始めた頃の企業との関係は

障がいのある人たちの多様な働き
方を広げ、豊かな生活を実現する
「施設外就労活動」について、びいは
いぶ所長菊田愛香さんにお話を聞
きました。
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　主に、業務用ヘアケア美容品 ( カラー剤・
シャンプー等 ) の製造をしている株式会社ミ
ルボン（以下「ミルボン」）ゆめが丘工場内で、
本業の製造ラインの包装・梱包作業を請負う
「施設外就労」と、ラベル貼り等のオフライン
作業に分かれ生産活動をしています。
　その他、ロート製薬株式会社・チョーヤ梅
酒株式会社・中外医薬生産株式会社・サラヤ
株式会社とも請負契約を締結しており、2021
年 3月現在、利用者 58人、職員 27人が施設
外就労活動に取り組んでいます。
　利用者と支援者 ( 福祉専門職及び作業担当
パート職員 ) がユニットを組んで活動してお
り、利用者３人に対し支援者１人以上の人員
を配置しています。
　また、利用者さん個々の障がい特性やニー
ズにあった「働く場」を提供し、安心・安定し
た日中活動に取り組めるよう、体調面や精神
面など様々な方面から配慮やサポートをしな
がら福祉的就労の環境を整えています。　

　利用者さんの中には、一般就労をしたもの
の、職場で上手く人間関係が築けないことや
環境（上司の交代、出勤日・勤務時間の変更な
ど）に対応できないために離職した方がたく
さんおり、そのような方々への支援として、一
般就労により近い形で安心して働くことがで
きる場の提供が必要でした。そのため、幅広い
作業工程が存在する企業内での施設外就労活
動に着目しました。
　それに、請負型の施設外就労活動は、必要経
費や管理費が最低限に抑えられるため、収益

のほとんどを人件費に充当できるため、高工
賃が支給できるとも考えました。

　福祉事業所がどのような生産活動を組み立
てて、利益を生み出すのかが不透明でしたの
で、企業によっては様々な点で不安な様子が
伺えました。
　しかし、①品質の担保、②生産量の確保、③
納期厳守の３点を守り続けた結果、企業から
の信頼が得られ、他の請負会社や派遣会社と
同様に製造ラインを任されるまでになれたの
だと思います。今では、新しい仕事について、
「やってみないか」とお声をかけてくれるよう
になりました。
　また作業単価については、適正な金額で交
渉し契約を交わすことができているので、高
い工賃支給につながっているのだと思いま
す。

　平成 18 年の障害者自立支援法前後から、
本格的にミルボンでの施設外就労活動に取り
組んだことをきっかけに急激に売上が伸びま
した。
　当初は、製造業のノウハウのある職員を中
心に、生産計画作成・作業の効率化や品質担
保などについての職員教育に力点をおきなが
ら取り組みました。
　平成 21 年頃には、ミルボンの新製品が出
るタイミングに合わせ、自前でラベラー機を
購入し生産量を増やしました。
　機械を導入したことで障がいの重い人の生
産活動への参加が可能となりましたがそれと
同時に、生活面への支援度が高い利用者の活

動機会が増えたため、生産活動と生活支援を
両立するために、パートタイムの支援者を多
く採用し、職員配置基準 10：１（7.5：１）の
ところ当事業所では３：１としました。
　平成 24 年頃には、ミルボン内で請負う製
造ライン数を増やすことに挑戦しました。
色々な壁はありましたが、諦めずに取り組ん
だことで売上を更に伸ばすことができたのだ
と思います。
　そして同時に障がいの重い人の「働く場」の
拡大のチャンスだとも考えました。その為に
行ったことが製造ラインの工程を細分化で
す。結果、更に多くの利用者の方に対して「働
く場」の提供ができるようになりました。
　またこの頃には、利用者への高工賃支給が
可能となり、それぞれの「暮らし」においても
大きな変化が生まれたように思います。　　
最も大きな功績は生活保護受給者０となった
ことではないでしょうか。
　平成 29 年頃には、契約企業が５社に増え
たことをきっかけに、同じ目的を持った他法
人と連携した新たな形での「施設外就労」の取
り組みが始まりました。この形態が「M.I.E モ
デル」の特長として評価されています。

【内外との連携がポイント】
　当初は、企業からの依頼については断らず
可能な限り対応しました。
　しかし、びいはいぶだけでは対応に限界が
あったので、法人全体でフォロー体制を整え
実績を積み上げました。
　さらに施設外就労先の契約企業が５企業に
なった頃から「高い工賃を支給したい」といっ
た同じ目的を持った他法人と連携して、それ
ぞれの特性を活かした合同での施設外就労の
取り組みを開始し、単一法人では困難であっ
た企業の要望に応えることができるようにな
りました。

【現場から学ぶ職員教育】 
　企業内の業務改善研修に職員も積極的に参
加させていただき、社員さんと一緒に学ばせ
て頂きました。
　その中で、５S活動等基本的なことは、就労
支援に必要な働く場の環境整備、生産計画の
立て方・実行方法などに共通することが多い

ことに気づくことができました。
　ライン作業においては、社員さんと同じ視
点で話ができるようになり、当事業所からの
提案や情報の共有がスムーズにできるように
なりました。社員さんとの連携ができるよう
になったことで、特に利用者支援においては、
作業工程の分解のヒントがもらえるようにな
り、利用者の特性に合わせた配置ができるよ
うになりました。
　そして最大のポイントは、「仕事はまずは現
場から」という考え方を企業の責任者から教
わったことです。私たち支援も同様であると
考え、まず私自身が社員さんと一緒に生産ラ
インに入り作業内容を習得しよう考え実行し
ました。そしてその後、他の職員へ伝達を行い
支援のポイントを一緒に整理していきまし
た。他の請負ラインについても同様にしまし
た。
　今では、職員から改善提案などの多様な声
があがり、モチベーションの向上にもつな
がっています。職員同士が同じ目的・同じ内
容（方法）で利用者に関わることができ、利用
者への支援がスムーズに行うことができるよ
うになったと思います。

　現在進行形ですが、施設外就労に取り組む
利用者の確保に苦慮し続けています。
　施設外就労活動により、スキルが向上した
利用者は福祉的就労から一般就労へと送り出
します。そのために、新たな利用者の確保が必
要となりますが、全国的に障害者雇用が進み、
就労系事業所が激増する中で、訓練を希望す
る利用者が減っています。
　そのような中、企業からの仕事の受注はあ
るのにそれを受ける体制が整わないことが増
えているのです。
　また最近では、施設外就労活動から直接雇
用へステップアップした方の定着支援、定年
等で退職する方に対してのフェイドアウトの
支援度も高くなっています。
　このような多様な支援への対応策として、
数年前から当法人の職員と企業を退職した社
員との人事交流を始めました。それぞれのス
キルを活かした支援を提供することで、「当事
者と支援者」「企業と福祉事業所」がWINWIN
の関係になることをめざし、実践を継続して

います。

　
　何と言っても企業とのコラボレーションに
取り組んだことで、継続して高い工賃支給が
実現できています。
　施設外就労に傾注したこの十数年間で利用
契約の解除をする方はおらず、ほぼ皆勤で利
用されています。
　高工賃の支給は、利用者さんの暮らしに大
きな変化をもたらし、工賃と障害基礎年金で
生活することが可能となりました。更に「欲し
いものが買えるようになった」「趣味の時間が
充実した」など、それぞれの余暇活動の選択肢
が増え、暮らしの幅が広がったのではないか
と思います。
　また、施設外就労活動には、重度の障がいが
あり自ら動くことが難しい方も多くおられま
すが、慣れた環境で習得できた作業工程であ
れば、自主的に動き働く姿も日常的に見られ
ます。
　最近では施設外就労先が増え、様々な業種
に携わる中で、製品を作り出すことへの「責任
感」や「誇り」などが培われているように感じ
ます。
　特に、医療関係の企業では、新型コロナウイ
ルスの影響で休日を返上して取り組むほど繁
忙になった施設外就労先もありますが、コロ
ナ禍の大変な状況に、利用者・職員共に「役に
立ちたい」と思いながら、生産活動に取り組む
姿勢が見られました。
　それから、施設外就労先の企業側において
は、多くの障がいのある方たちの「働く姿」を
見た社員さんたちの「障がい」に対する概念が
少し変化し、「社員が優しくなった」という企
業様のお話もありました。企業内でも少しず
つ障がい者に対する理解が変化しているので
はないかと感じています。

　今後も高い工賃支給と一般就労への移行を
めざした施設外就労活動に取り組んでいきた
いと思います。
　施設外就労に取り組みながら障がいのある
方の就労支援をしてきた中で「環境がその人
を育てる」ことを実感してきました。

　一方で、障がいの特性の変化、精神面の変
化、また加齢による体力の低下など様々な課
題やニーズが生じている利用者もおられ、工
程の細分化や障がいの特性を考慮した配置転
換や作業方法など個々に合わせた支援や工夫
が必要になっているのも実感しています。
　このように、私たちが日々接している障が
いのある方には作業能力や社会適応能力に違
いや差がありますが、「働きたい」「高い工賃が
欲しい」などのニーズは明確です。
　私たちはこれらの思いに応えるべく、利用
者が主体となり充実した「働く・くらす」が確
立できるような福祉的就労の場を今後も提供
していきたいと思います。

　
　今回、「施設外就労「M.I.E モデル」～Mie 
inclusive Employment project ～」について
３人の有識者の先生方に活動の検証をして頂
きましたが、その中で「直接雇用」と「施設外就
労」の相乗効果において大きな期待を持てる
ことがわかりました。
　これからはそれら相乗効果のエビデンスを
明確にしていき施設外就労が「労働」と「福祉」
をつ
なぐ架け橋となっていくような活動にしてい
きたいと思います。
　「働く訓練よりも働く環境整備に重きをお
く」
　「障がいのある人もない人も共に企業の目
的を持って協働する」
　以上のことを念頭に置きながら、障がいの
ある人も、企業も、福祉事業所も、みんなが
WINWIN となるような取り組みを今後も続
けていきたいと思います。
　今後も、多くの方々のご理解とご協力をお
願い致します。

重要な工夫とは 最大の苦労とその解決策とは
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　主に、業務用ヘアケア美容品 ( カラー剤・
シャンプー等 ) の製造をしている株式会社ミ
ルボン（以下「ミルボン」）ゆめが丘工場内で、
本業の製造ラインの包装・梱包作業を請負う
「施設外就労」と、ラベル貼り等のオフライン
作業に分かれ生産活動をしています。
　その他、ロート製薬株式会社・チョーヤ梅
酒株式会社・中外医薬生産株式会社・サラヤ
株式会社とも請負契約を締結しており、2021
年 3月現在、利用者 58人、職員 27人が施設
外就労活動に取り組んでいます。
　利用者と支援者 ( 福祉専門職及び作業担当
パート職員 ) がユニットを組んで活動してお
り、利用者３人に対し支援者１人以上の人員
を配置しています。
　また、利用者さん個々の障がい特性やニー
ズにあった「働く場」を提供し、安心・安定し
た日中活動に取り組めるよう、体調面や精神
面など様々な方面から配慮やサポートをしな
がら福祉的就労の環境を整えています。　

　利用者さんの中には、一般就労をしたもの
の、職場で上手く人間関係が築けないことや
環境（上司の交代、出勤日・勤務時間の変更な
ど）に対応できないために離職した方がたく
さんおり、そのような方々への支援として、一
般就労により近い形で安心して働くことがで
きる場の提供が必要でした。そのため、幅広い
作業工程が存在する企業内での施設外就労活
動に着目しました。
　それに、請負型の施設外就労活動は、必要経
費や管理費が最低限に抑えられるため、収益

のほとんどを人件費に充当できるため、高工
賃が支給できるとも考えました。

　福祉事業所がどのような生産活動を組み立
てて、利益を生み出すのかが不透明でしたの
で、企業によっては様々な点で不安な様子が
伺えました。
　しかし、①品質の担保、②生産量の確保、③
納期厳守の３点を守り続けた結果、企業から
の信頼が得られ、他の請負会社や派遣会社と
同様に製造ラインを任されるまでになれたの
だと思います。今では、新しい仕事について、
「やってみないか」とお声をかけてくれるよう
になりました。
　また作業単価については、適正な金額で交
渉し契約を交わすことができているので、高
い工賃支給につながっているのだと思いま
す。

　平成 18 年の障害者自立支援法前後から、
本格的にミルボンでの施設外就労活動に取り
組んだことをきっかけに急激に売上が伸びま
した。
　当初は、製造業のノウハウのある職員を中
心に、生産計画作成・作業の効率化や品質担
保などについての職員教育に力点をおきなが
ら取り組みました。
　平成 21 年頃には、ミルボンの新製品が出
るタイミングに合わせ、自前でラベラー機を
購入し生産量を増やしました。
　機械を導入したことで障がいの重い人の生
産活動への参加が可能となりましたがそれと
同時に、生活面への支援度が高い利用者の活

動機会が増えたため、生産活動と生活支援を
両立するために、パートタイムの支援者を多
く採用し、職員配置基準 10：１（7.5：１）の
ところ当事業所では３：１としました。
　平成 24 年頃には、ミルボン内で請負う製
造ライン数を増やすことに挑戦しました。
色々な壁はありましたが、諦めずに取り組ん
だことで売上を更に伸ばすことができたのだ
と思います。
　そして同時に障がいの重い人の「働く場」の
拡大のチャンスだとも考えました。その為に
行ったことが製造ラインの工程を細分化で
す。結果、更に多くの利用者の方に対して「働
く場」の提供ができるようになりました。
　またこの頃には、利用者への高工賃支給が
可能となり、それぞれの「暮らし」においても
大きな変化が生まれたように思います。　　
最も大きな功績は生活保護受給者０となった
ことではないでしょうか。
　平成 29 年頃には、契約企業が５社に増え
たことをきっかけに、同じ目的を持った他法
人と連携した新たな形での「施設外就労」の取
り組みが始まりました。この形態が「M.I.E モ
デル」の特長として評価されています。

【内外との連携がポイント】
　当初は、企業からの依頼については断らず
可能な限り対応しました。
　しかし、びいはいぶだけでは対応に限界が
あったので、法人全体でフォロー体制を整え
実績を積み上げました。
　さらに施設外就労先の契約企業が５企業に
なった頃から「高い工賃を支給したい」といっ
た同じ目的を持った他法人と連携して、それ
ぞれの特性を活かした合同での施設外就労の
取り組みを開始し、単一法人では困難であっ
た企業の要望に応えることができるようにな
りました。

【現場から学ぶ職員教育】 
　企業内の業務改善研修に職員も積極的に参
加させていただき、社員さんと一緒に学ばせ
て頂きました。
　その中で、５S活動等基本的なことは、就労
支援に必要な働く場の環境整備、生産計画の
立て方・実行方法などに共通することが多い

ことに気づくことができました。
　ライン作業においては、社員さんと同じ視
点で話ができるようになり、当事業所からの
提案や情報の共有がスムーズにできるように
なりました。社員さんとの連携ができるよう
になったことで、特に利用者支援においては、
作業工程の分解のヒントがもらえるようにな
り、利用者の特性に合わせた配置ができるよ
うになりました。
　そして最大のポイントは、「仕事はまずは現
場から」という考え方を企業の責任者から教
わったことです。私たち支援も同様であると
考え、まず私自身が社員さんと一緒に生産ラ
インに入り作業内容を習得しよう考え実行し
ました。そしてその後、他の職員へ伝達を行い
支援のポイントを一緒に整理していきまし
た。他の請負ラインについても同様にしまし
た。
　今では、職員から改善提案などの多様な声
があがり、モチベーションの向上にもつな
がっています。職員同士が同じ目的・同じ内
容（方法）で利用者に関わることができ、利用
者への支援がスムーズに行うことができるよ
うになったと思います。

　現在進行形ですが、施設外就労に取り組む
利用者の確保に苦慮し続けています。
　施設外就労活動により、スキルが向上した
利用者は福祉的就労から一般就労へと送り出
します。そのために、新たな利用者の確保が必
要となりますが、全国的に障害者雇用が進み、
就労系事業所が激増する中で、訓練を希望す
る利用者が減っています。
　そのような中、企業からの仕事の受注はあ
るのにそれを受ける体制が整わないことが増
えているのです。
　また最近では、施設外就労活動から直接雇
用へステップアップした方の定着支援、定年
等で退職する方に対してのフェイドアウトの
支援度も高くなっています。
　このような多様な支援への対応策として、
数年前から当法人の職員と企業を退職した社
員との人事交流を始めました。それぞれのス
キルを活かした支援を提供することで、「当事
者と支援者」「企業と福祉事業所」がWINWIN
の関係になることをめざし、実践を継続して

います。

　
　何と言っても企業とのコラボレーションに
取り組んだことで、継続して高い工賃支給が
実現できています。
　施設外就労に傾注したこの十数年間で利用
契約の解除をする方はおらず、ほぼ皆勤で利
用されています。
　高工賃の支給は、利用者さんの暮らしに大
きな変化をもたらし、工賃と障害基礎年金で
生活することが可能となりました。更に「欲し
いものが買えるようになった」「趣味の時間が
充実した」など、それぞれの余暇活動の選択肢
が増え、暮らしの幅が広がったのではないか
と思います。
　また、施設外就労活動には、重度の障がいが
あり自ら動くことが難しい方も多くおられま
すが、慣れた環境で習得できた作業工程であ
れば、自主的に動き働く姿も日常的に見られ
ます。
　最近では施設外就労先が増え、様々な業種
に携わる中で、製品を作り出すことへの「責任
感」や「誇り」などが培われているように感じ
ます。
　特に、医療関係の企業では、新型コロナウイ
ルスの影響で休日を返上して取り組むほど繁
忙になった施設外就労先もありますが、コロ
ナ禍の大変な状況に、利用者・職員共に「役に
立ちたい」と思いながら、生産活動に取り組む
姿勢が見られました。
　それから、施設外就労先の企業側において
は、多くの障がいのある方たちの「働く姿」を
見た社員さんたちの「障がい」に対する概念が
少し変化し、「社員が優しくなった」という企
業様のお話もありました。企業内でも少しず
つ障がい者に対する理解が変化しているので
はないかと感じています。

　今後も高い工賃支給と一般就労への移行を
めざした施設外就労活動に取り組んでいきた
いと思います。
　施設外就労に取り組みながら障がいのある
方の就労支援をしてきた中で「環境がその人
を育てる」ことを実感してきました。

　一方で、障がいの特性の変化、精神面の変
化、また加齢による体力の低下など様々な課
題やニーズが生じている利用者もおられ、工
程の細分化や障がいの特性を考慮した配置転
換や作業方法など個々に合わせた支援や工夫
が必要になっているのも実感しています。
　このように、私たちが日々接している障が
いのある方には作業能力や社会適応能力に違
いや差がありますが、「働きたい」「高い工賃が
欲しい」などのニーズは明確です。
　私たちはこれらの思いに応えるべく、利用
者が主体となり充実した「働く・くらす」が確
立できるような福祉的就労の場を今後も提供
していきたいと思います。

　
　今回、「施設外就労「M.I.E モデル」～Mie 
inclusive Employment project ～」について
３人の有識者の先生方に活動の検証をして頂
きましたが、その中で「直接雇用」と「施設外就
労」の相乗効果において大きな期待を持てる
ことがわかりました。
　これからはそれら相乗効果のエビデンスを
明確にしていき施設外就労が「労働」と「福祉」
をつ
なぐ架け橋となっていくような活動にしてい
きたいと思います。
　「働く訓練よりも働く環境整備に重きをお
く」
　「障がいのある人もない人も共に企業の目
的を持って協働する」
　以上のことを念頭に置きながら、障がいの
ある人も、企業も、福祉事業所も、みんなが
WINWIN となるような取り組みを今後も続
けていきたいと思います。
　今後も、多くの方々のご理解とご協力をお
願い致します。

利用者に及ぼした影響とは

今後の展望について

おわりに
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※出典：「WAM」2020 年８月号
　　　　独立行政法人福祉医療機構
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　ミルボンは、多様な人材が生き生きと働ける社
会の実現に向けて、障がいのある方の雇用を支援
してきた。
　ゆめが丘工場（三重県）では、2005 年から社会福
祉法人維雅幸育会と連携し、障がいのある方々の
施設外就労を受け入れ、2021 年３月現在で約 30
名が生産ラインで活動している。また、この活動を
通して、ミルボンでの直接雇用につながった方が
８名いる。
　ミルボンを含む伊賀市での障がい者就労支援の
取り組みは「M.I.E モデル」として評価されており、
2020 年２月に開催された「施設外就労『M.I.E モデ
ル』フォーラム」では、佐藤社長が登壇し、「企業に
おける障がいのある方の就労について」をテーマ
に講演をした。
　佐藤社長はこの講演の中で、「決して、障がいの
ある人が劣っているわけではない。障がいの有無
の前に一人の大切な人材。人にはそれぞれに強み
と弱みがあるように、その人が活躍できる場の提
供が人材育成。当社の工場で働く障がいのある人
には全て、世の中の役に立っているという誇りを
もって生産活動に貢献してもらっている。」と思い
を語った。

ミルボンは「持続可能な開発目標 (SDGs) へ
の取り組みを 2019 年から本格的に経営に組
み込んでいる。障がい者雇用は、SDGs⑧の働
きがいも経済成長も、⑪の住み続けられるま
ちづくりを、⑰のパートナーシップで目標を
達成しよう、に該当する。

「施設外就労『M.I.Eモデル』フォーラム基調講演

「施設外就労『M.I.Eモデル』フォーラム」工場見学会

美しさを拓く美しさを拓く美しさを拓く美しさを拓く

人材として確保してきた
「育てる」という視点は
若者も障がいのある人も変わらないから

ミルボンにおける障がい者雇用の道しるべ

Find Your Beauty
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「つぶれない会社を創る」ための
「人づくり」  ～ SDGs の視点から～

株式会社ミルボン
佐藤　龍二代表取締役社長

世界のミルボン拠点展開図

『つぶれない会社を創る』

～イノベーションの連続～

「大きく伸ばそうとせず、伸びる要件を創る」

信　念

研修センター
（大阪）

THE MILBON WAY
今、歩いている道は、どこにつながっているのだろうか。

それはただ一つ、輝かしい未来へと続く道。

そうあって欲しい。

未来への道は、今の積み重ねである。

今をどう生きるか、なのである。

今、志があるのなら、道の先は美しく拓けるだろう。

『自分たちの住む世界で存在価値の高い会社を創る』

「社員とその家族の幸せと仕事のやりがいの実現」

「世の中の役に立っている会社は世の中が潰さない」

想　い

1

3

5

2

4

6
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まずは社会体、そして経済体であり共同体である。
その本質は生命体である。〈３つの領域〉
1. ストラテジー領域=市場、顧客、競合、マーケティ
1. ング＆イノベーション
2. ハード領域 =コスト、資本効率、スピード感他
3. ソフト領域 =信頼、風土、物語、歴史他

経営哲学

ミルボンは、ヘアデザイナーを通じて、美しい生き方
を応援する事業展開をします。
美しい生き方、美しい髪は人の心を豊かにします。豊
かな心は文化を育みます。文化を大切にする社会は
平和をもたらします。
ミルボンはそう信じて事業展開を推進し、美容市場、
ひいては世界の国・地域に貢献します。

経営理念

ミルボンは、ヘアデザイナーを通じて、美と心の豊か
さにつながる、美容産業を創造することで、持続可能
な社会の実現をめざします。

サステナビリティ基本方針

ミルボンは、ヘアデザイナーを通じて、美と心の豊かさにつ
ながる、美容産業を創造することで、持続可能な社会の実現
をめざします。

サステナビリティ基本方針

「ミルボンは、美容の新たなグローバルフィールドを
創造し、女性を輝かせ、女性の職業観・雇用を生み出
すことで、世界の国・地域の社会問題の解決に寄与
します。すなわち社会的（環境含め）プラス経済的価
値を創造することで、持続的成長と信頼関係を構築
します。

ビジョン   大義

7

9

11

8

10

12
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維雅幸育会との出会いから始まった

　私、村田輝夫が、社会福祉法人維雅幸育会の

奥西利江氏と出会ったのは、今から約 30 年

前のこと。当社外注先の社長からの紹介でし

た。奥西氏は、自力で立ち上げたばかりの「上

野ひまわり共同作業所」を軌道に乗せようと

奔走する中、当社にも相談をいただきました。

これを受け、当社は商品の化粧箱にラベルを

貼る仕事などを依頼するようになりました。

障がい者雇用は、
自社工場への受け入れの形を採った

　その後、2006 年に、障がい者の自立を支援

する法律や、障がい者の雇用の促進等に関す

る法律の一部改正法が施行され、厚生労働省

は、障がい者の「一般就労」を奨励する方向へ

と舵を切りました。これを受けて、維雅幸育会

から当社に対し、障がい者雇用の依頼が打診

されました。

　維雅幸育会からの当初の依頼は「ミルボン

当社工場での労      働により、きちんと利益を生む
仕事をしていた      だくことにこだわって、
障がい者雇用の      独自の在り方を追求

ミルボン独自の障がい者雇用のカタチ

社会福祉法人維雅幸育会と「びいはいぶ」の概要 就労支援フォーラムにて、当社社長佐藤が基調講演

https://www.uenohimawari.com/社会福祉法人維雅幸育会HP

障がい者の施設外就労を共に考える機会である就労支援フォーラム

（維雅幸育会主催、三重県共催）が 2020 年 2月に開催され、ここで、当

社社長の佐藤が基調を行いました。「つぶれない会社を創るための人

づくり～ SDGs の視点から～」という題目のもと、ミルボンは障がいの

有無の前に 1人の “ 大切な人材 ”と据え雇用していること、当社の工

場で働く障がい者は皆、世の中の役に立っているという誇りを持って

当社の生産活動に貢献していること等の説明が行われました。

維雅幸育会は、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者など、障がいのある人たちの働く場を作り

たいという願いから、1988 年に民間の小規模作業所として誕生しました。「障がいのある人たちが地

域の中で当たり前に暮らすためには、地域に出て行く必要がある。働く場も、できるなら施設内より

も地域の人たちと一緒の方がいい。」…  そんな考え方のもと、施設外就労に力を入れている点が本法

人の大きな特色。そして、その代表的な事業の一つが、「びいはいぶ」（就労継続支援Ｂ型事業）です。

幸育会とのパートナーシップに基づき、福祉

施設からの就労訓練「施設外就労」を請負とし

て受け入れる形態により、特例子会社に代わ

る新しい障がい者雇用の一歩を踏み出しまし

た。

　当社では当時、手作業の生産工程が比較的

多いサロントリートメントの生産量が増加し

ていました。このことも、障がいのある人を作

業員として受け入れる上で奏功しました。以

後、施設外就労の訓練を終えた障がいのある

人を毎年一人ずつ直接雇用し、それは現在に

至るまで、途切れることなく続いています。同

時に、維雅幸育会の 30 人を超える障がいの

ある利用者が、一般就労をめざし、当社工場に

て日々施設外就労の訓練をされています。

　以上のような、企業と福祉法人の連携によ

る障がい者雇用の取り組みは非常に珍しく、

全国のモデルとしてさまざまな所で紹介され

ています。

障がいのある社員のキャリアパスに
可能性を拡げる

　障がいのある人たちに、パート・派遣を含

む当社社員と共に工場内で働いてもらうこと

で、個々の特長がはっきりと見えることがわ

かりました。施設外就労では、依頼している業

務以外の作業もできるようになり、その結果、

直接雇用をする方の仕事の幅が広がっていく

という事例も数多くあります。こうした成果

の背景には、通常 6：1（障がいのある人 6人

に特例子会社を作ってもらいたい」というも

のでした。しかし、調べてみると、特例子会社

は障害者雇用率の達成のみが目的となってい

るケースもあり、本業とは関係のない書類の

シュレッター破棄や施設清掃、農園運営など

が業務内容になっているのが多いことを知り

ました。

　本来あるべき企業姿勢として、非生産的な

子会社を設立する方法はとりたくない。働い

てもらう以上は、障がいの有無に関係なく、き

ちんと利益を生む仕事をしてもらいたい。

　本業の中で、それぞれができる役割を全う

してほしいという考えから、当社本体工場で

働いて頂く方法を採り入れました。とはいえ、

障がい者雇用はそう容易く実現できるもので

はなく十分な準備期間が必要だと考え、維雅

に対し支援者 1人を配置）の支援体制に対し

て、3：1の支援体制をとる維雅幸育会の手厚

いサポートがあります。

　また、当社社員も同様の体制で共に働く部

門の立ち上げを行い、直接雇用をした人の職

場定着とキャリアパスの確立に努めています。

加えて、工場がある三重県は、多くの社会福祉

法人と企業が全体で連携して情報の共有・拡

散を行っている、全国でも珍しい地域であり、

この強い結びつきも、大きな支えとなってい

ます。

　ミルボンは、これからも、地域社会と連携し

ながら、障がいのある社員のキャリアパスに

可能性を拡げる取り組みを、さらに積み重ね

てまいります。
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維雅幸育会との出会いから始まった

　私、村田輝夫が、社会福祉法人維雅幸育会の

奥西利江氏と出会ったのは、今から約 30 年

前のこと。当社外注先の社長からの紹介でし

た。奥西氏は、自力で立ち上げたばかりの「上

野ひまわり共同作業所」を軌道に乗せようと

奔走する中、当社にも相談をいただきました。

これを受け、当社は商品の化粧箱にラベルを

貼る仕事などを依頼するようになりました。

障がい者雇用は、
自社工場への受け入れの形を採った

　その後、2006 年に、障がい者の自立を支援

する法律や、障がい者の雇用の促進等に関す

る法律の一部改正法が施行され、厚生労働省

は、障がい者の「一般就労」を奨励する方向へ

と舵を切りました。これを受けて、維雅幸育会

から当社に対し、障がい者雇用の依頼が打診

されました。

　維雅幸育会からの当初の依頼は「ミルボン

当社工場での労      働により、きちんと利益を生む
仕事をしていた      だくことにこだわって、
障がい者雇用の      独自の在り方を追求

ミルボン独自の障がい者雇用のカタチ

社会福祉法人維雅幸育会と「びいはいぶ」の概要 就労支援フォーラムにて、当社社長佐藤が基調講演

https://www.uenohimawari.com/社会福祉法人維雅幸育会HP

障がい者の施設外就労を共に考える機会である就労支援フォーラム

（維雅幸育会主催、三重県共催）が 2020 年 2月に開催され、ここで、当

社社長の佐藤が基調を行いました。「つぶれない会社を創るための人

づくり～ SDGs の視点から～」という題目のもと、ミルボンは障がいの

有無の前に 1人の “ 大切な人材 ”と据え雇用していること、当社の工

場で働く障がい者は皆、世の中の役に立っているという誇りを持って

当社の生産活動に貢献していること等の説明が行われました。

維雅幸育会は、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者など、障がいのある人たちの働く場を作り

たいという願いから、1988 年に民間の小規模作業所として誕生しました。「障がいのある人たちが地

域の中で当たり前に暮らすためには、地域に出て行く必要がある。働く場も、できるなら施設内より

も地域の人たちと一緒の方がいい。」…  そんな考え方のもと、施設外就労に力を入れている点が本法

人の大きな特色。そして、その代表的な事業の一つが、「びいはいぶ」（就労継続支援Ｂ型事業）です。

幸育会とのパートナーシップに基づき、福祉

施設からの就労訓練「施設外就労」を請負とし

て受け入れる形態により、特例子会社に代わ

る新しい障がい者雇用の一歩を踏み出しまし

た。

　当社では当時、手作業の生産工程が比較的

多いサロントリートメントの生産量が増加し

ていました。このことも、障がいのある人を作

業員として受け入れる上で奏功しました。以

後、施設外就労の訓練を終えた障がいのある

人を毎年一人ずつ直接雇用し、それは現在に

至るまで、途切れることなく続いています。同

時に、維雅幸育会の 30 人を超える障がいの

ある利用者が、一般就労をめざし、当社工場に

て日々施設外就労の訓練をされています。

　以上のような、企業と福祉法人の連携によ

る障がい者雇用の取り組みは非常に珍しく、

全国のモデルとしてさまざまな所で紹介され

ています。

障がいのある社員のキャリアパスに
可能性を拡げる

　障がいのある人たちに、パート・派遣を含

む当社社員と共に工場内で働いてもらうこと

で、個々の特長がはっきりと見えることがわ

かりました。施設外就労では、依頼している業

務以外の作業もできるようになり、その結果、

直接雇用をする方の仕事の幅が広がっていく

という事例も数多くあります。こうした成果

の背景には、通常 6：1（障がいのある人 6人

に特例子会社を作ってもらいたい」というも

のでした。しかし、調べてみると、特例子会社

は障害者雇用率の達成のみが目的となってい

るケースもあり、本業とは関係のない書類の

シュレッター破棄や施設清掃、農園運営など

が業務内容になっているのが多いことを知り

ました。

　本来あるべき企業姿勢として、非生産的な

子会社を設立する方法はとりたくない。働い

てもらう以上は、障がいの有無に関係なく、き

ちんと利益を生む仕事をしてもらいたい。

　本業の中で、それぞれができる役割を全う

してほしいという考えから、当社本体工場で

働いて頂く方法を採り入れました。とはいえ、

障がい者雇用はそう容易く実現できるもので

はなく十分な準備期間が必要だと考え、維雅

に対し支援者 1人を配置）の支援体制に対し

て、3：1の支援体制をとる維雅幸育会の手厚

いサポートがあります。

　また、当社社員も同様の体制で共に働く部

門の立ち上げを行い、直接雇用をした人の職

場定着とキャリアパスの確立に努めています。

加えて、工場がある三重県は、多くの社会福祉

法人と企業が全体で連携して情報の共有・拡

散を行っている、全国でも珍しい地域であり、

この強い結びつきも、大きな支えとなってい

ます。

　ミルボンは、これからも、地域社会と連携し

ながら、障がいのある社員のキャリアパスに

可能性を拡げる取り組みを、さらに積み重ね

てまいります。
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維雅幸育会との出会いから始まった

　私、村田輝夫が、社会福祉法人維雅幸育会の

奥西利江氏と出会ったのは、今から約 30 年

前のこと。当社外注先の社長からの紹介でし

た。奥西氏は、自力で立ち上げたばかりの「上

野ひまわり共同作業所」を軌道に乗せようと

奔走する中、当社にも相談をいただきました。

これを受け、当社は商品の化粧箱にラベルを

貼る仕事などを依頼するようになりました。

障がい者雇用は、
自社工場への受け入れの形を採った

　その後、2006 年に、障がい者の自立を支援

する法律や、障がい者の雇用の促進等に関す

る法律の一部改正法が施行され、厚生労働省

は、障がい者の「一般就労」を奨励する方向へ

と舵を切りました。これを受けて、維雅幸育会

から当社に対し、障がい者雇用の依頼が打診

されました。

　維雅幸育会からの当初の依頼は「ミルボン

村田 輝夫
取締役 生産本部長

幸育会とのパートナーシップに基づき、福祉

施設からの就労訓練「施設外就労」を請負とし

て受け入れる形態により、特例子会社に代わ

る新しい障がい者雇用の一歩を踏み出しまし

た。

　当社では当時、手作業の生産工程が比較的

多いサロントリートメントの生産量が増加し

ていました。このことも、障がいのある人を作

業員として受け入れる上で奏功しました。以

後、施設外就労の訓練を終えた障がいのある

人を毎年一人ずつ直接雇用し、それは現在に

至るまで、途切れることなく続いています。同

時に、維雅幸育会の 30 人を超える障がいの

ある利用者が、一般就労をめざし、当社工場に

て日々施設外就労の訓練をされています。

　以上のような、企業と福祉法人の連携によ

る障がい者雇用の取り組みは非常に珍しく、

全国のモデルとしてさまざまな所で紹介され

ています。

障がいのある社員のキャリアパスに
可能性を拡げる

　障がいのある人たちに、パート・派遣を含

む当社社員と共に工場内で働いてもらうこと

で、個々の特長がはっきりと見えることがわ

かりました。施設外就労では、依頼している業

務以外の作業もできるようになり、その結果、

直接雇用をする方の仕事の幅が広がっていく

という事例も数多くあります。こうした成果

の背景には、通常 6：1（障がいのある人 6人

に特例子会社を作ってもらいたい」というも

のでした。しかし、調べてみると、特例子会社

は障害者雇用率の達成のみが目的となってい

るケースもあり、本業とは関係のない書類の

シュレッター破棄や施設清掃、農園運営など

が業務内容になっているのが多いことを知り

ました。

　本来あるべき企業姿勢として、非生産的な

子会社を設立する方法はとりたくない。働い

てもらう以上は、障がいの有無に関係なく、き

ちんと利益を生む仕事をしてもらいたい。

　本業の中で、それぞれができる役割を全う

してほしいという考えから、当社本体工場で

働いて頂く方法を採り入れました。とはいえ、

障がい者雇用はそう容易く実現できるもので

はなく十分な準備期間が必要だと考え、維雅

に対し支援者 1人を配置）の支援体制に対し

て、3：1の支援体制をとる維雅幸育会の手厚

いサポートがあります。

　また、当社社員も同様の体制で共に働く部

門の立ち上げを行い、直接雇用をした人の職

場定着とキャリアパスの確立に努めています。

加えて、工場がある三重県は、多くの社会福祉

法人と企業が全体で連携して情報の共有・拡

散を行っている、全国でも珍しい地域であり、

この強い結びつきも、大きな支えとなってい

ます。

　ミルボンは、これからも、地域社会と連携し

ながら、障がいのある社員のキャリアパスに

可能性を拡げる取り組みを、さらに積み重ね

てまいります。

Find Your Beauty

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～
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就労支援フォーラムNIPPON特別企画
施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム
～Mie Inclusive Employment project～

はたらく障害者サポートプロジェクト

日　時 2020年   ２月16日日　12：45-16：45（無料）
　　　　２月17日月　  9：30-15：00（工場視察/定員40名）

会　場 １日目　伊賀市文化会館　さまざまホール
　　　  （三重県伊賀市西明寺 3240-2）

２日目　株式会社ミルボン　ゆめが丘工場
　　　  （三重県伊賀市ゆめが丘 7-7-5）

対　象 全国の障害者就労支援事業所、企業
障がいのある方・家族、そのほか障がい者就労支援に関心のある方

社会福祉法人  維雅幸育会主　催

三重県共　催

日本財団助　成

伊賀市、名張市、公益財団法人  日本知的障害者福祉協会
社会福祉法人  全国社会福祉協議会  全国社会就労センター協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　  （予定）

後　援

三重県雇用経済部雇用対策課 TEL：059-224-2510（福島・柴原）
（社福）維雅幸育会「びいはいぶ」 TEL：0595-39-0797（菊田・葛原）

お問い合わせ先

１日目　フォーラム　無料  /  ２日目　工場視察　5,000 円（申込締切　2020 年２月７日金）参 加 費
申込期間 ※２日目の参加費には、工場視察の移動交通費とお食事代が含まれます。

※２日目の工場視察につきましては、定員になり次第締切ります。（40名）
※お振込み後は理由の如何を問わず払い戻しできませんので、あらかじめご了承ください。
※振込期限を過ぎてもご入金が確認できない場合、お申し込みをキャンセルとして処理させていただきます。

ＪＲ … 伊賀上野駅下車⇒伊賀鉄道上野市駅下車⇒バスで約10分
近鉄 … 伊賀神戸駅下車⇒伊賀鉄道上野市駅下車⇒バスで約10分
お車 … 名阪国道友生ＩＣより約３分

名神高速・
新名神高速
約90分
   
JRおおさか東線・
JR関西本線　約120分
      

近鉄大阪線　約100分

名
古
屋
方
面

伊
賀
市

伊賀市へのアクセス

名阪国道
東名阪高速
約80分
   
JR関西本線
約120分
   
近鉄大阪線・
名古屋線　約120分

大
阪
方
面

日本財団の新しい就労支援の取り組みとして 2015 年
４月からスタートした「はたらくN I P P O N！計画」は、
新たに「はたらく障害者サポートプロジェクト」として
次のステップへ進みます。いま絶対に乗り越えなけれ
ばならない課題と、それらに対する出口として具体的
な解答やビジョンを示し、着実に実行することによっ
て、障害のある人の「はたらく」を全力で応援します。

2020.2.17mon  9：30-15：00
株式会社ミルボン  ゆめが丘工場

（定員40名、参加費5,000円）

2020.2.16sun  12：45-16：45
伊賀市文化会館  さまざまホール

（参加費無料）

リーフレット挟み込みの参加申込書、またはWebサイトから参加申込書（PDF形式）をダウンロードして、
必要事項をご記入の上、下記までFAXまたはメールにてお送り下さい。

◎Webサイト　http://www.uenohimawari.com/
◎FAX : 0595-39-0797（びいはいぶ　担当：菊田・葛原）
◎E-mail : info@uenohimawari.com

申込方法

就労支援フォーラムNIPPON特別企画

施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム
～Mie Inclusive Employment project～

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～
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令和２年２月16日日
12：45開会（参加費無料） 

伊賀市文化会館　さまざまホール
（三重県伊賀市西明寺3240-2）

受付開始  
   
オープニング  
　主催者あいさつ
　今岡　睦之
　（社会福祉法人  維雅幸育会　理事長）
　来賓あいさつ  
   
第１部  
報告「施設外就労活動による障がいの　
　　　ある人の働き方」
1三重県内での施設外就労の実践報告　
　　レポート①
　　　企業と連携した施設外就労① 
　　レポート②
　　　企業と連携した施設外就労②
　　レポート③
　　　施設外就労を活用した農福連携

2施設外就労「M.I.Eモデル」検証報告
　　レポート①
　　　施設外就労活動が生み出すメリット
　　レポート②
　　　企業・雇用の視点から分析する
　　　「M.I.Eモデル」

3企業における障がいのある人の
　　　　　　　　　　　　就労について
　講演　「つぶれない会社を創る」ための
　　　　「人づくり」 ～SDGsの視点から～
休憩  
   
第２部　パネルディスカッション
「施設外就労が広げる障がいのある人の
“多様な働き方とライフデザイン”」  

エンディング  
施設外就労「Ｍ.Ｉ.Ｅモデル」宣言  
閉会のあいさつ
　松村　浩
　（社会福祉法人  維雅幸育会　常務理事）

終了予定  
   
令和２年２月17日月
9：30開会（定員40人・参加費5,000円）

株式会社ミルボン　ゆめが丘工場
（三重県伊賀市ゆめが丘7-7-5）

受付開始  

主催者あいさつ
　松村　浩
　（社会福祉法人  維雅幸育会　常務理事）
株式会社ミルボンゆめが丘工場
工場説明
　村田　輝夫
　（株式会社ミルボン　取締役生産本部長）
社会福祉法人  維雅幸育会「びいはいぶ」
の施設外就労の概要説明  　
　菊田　愛香
　（社会福祉法人  維雅幸育会「びいはいぶ」管理者）

工場視察
   
意見交換 
   
昼食・休憩
   
移動　施設外就労活動の現場視察  
　ロート製薬株式会社
　チョーヤ梅酒株式会社
　中外医薬生産株式会社
　サラヤ株式会社  

終了予定  

　三重県の伊賀地域では、施設外就労のスキームを活用し、企業と就労支援事業所が連携しながら、障
がい者が企業の中で活躍する「インクルーシブな就労」が広がっています。私たちはこの１年、その効
果やメリット、施設外就労に取り組むために必要なノウハウなどを検証してきました。
　このフォーラムでは、施設外就労「M.I.Eモデル」の実践と検証の報告を行い、障がいのある人たちの
多様な働き方を広げ、豊かな生活を実現する「施設外就労活動」を共に考える機会として、多くのみな
さまにご参加頂ければ幸いです。
　尚、２日目については、連携する企業様のご理解ご協力のもと、実際の施設外就労の現場視察を計画
致しました。定員40人と参加人数に限りはありますが、皆様のご参加を関係者一同、心よりお待ちして
います。

　就労継続支援 B 型事業所「びいは
いぶ」は、活動の中心を施設外就労に
置き、平均月額工賃約 7万円、中には
10 万円を超える高工賃の利用者もお
られます。
　工賃向上をめざす事業所必見の実
践報告です。

  企業と就労支援事業所が連携しながら取り組む施設外就労「M.I.E モデル」の効果やメリット、ノウハウ等を、学識経験者の立
場で検証頂くと共に、障がいのある人が企業の中で活躍する「インクルーシブな就労」を促進するためのご助言を頂きます。

　施設外就労「M.I.E モデル」の実践と検証を通して、障がいのある人たちの多様な働き方を広げ、更には一人ひとりの豊かな
生活を実現するための「施設外就労活動」のあり方やスキームの構築を考えます。
　また、企業と福祉のパートナーシップや、障がいのある人の新たな雇用推進につながる「インクルーシブ就労率」の提案に
繋がる議論をします。

　株式会社ミルボンは、1999年から国内No.1シェアを保つ美容室専用のヘアケア化粧品メーカーです。
　2019 年から国連で採択された「世界を変えるための SDGs」に取り組んでおり、更に、障がい者雇用や
施設外就労にも積極的な姿勢を示されています。
　業界のトップランナーでもある佐藤社長に、成長を続ける会社の経営理念と「人づくり」について語っ
て頂きます。

株式会社ミルボン「経営理念」
　美しい生き方、美しい髪は人の心を豊かにします。豊か
な心は文化を育みます。
　文化を大切にする社会は平和をもたらします。
　ミルボンはそう信じて事業展開を推進し、業界、ひいて
は国、地域に貢献します。

　ひとつの就労支援事業所では、一
歩を踏み出せない施設外就労へのト
ライ。でも、複数の事業所が協働して
取り組むことで実現する共同運営も
あります。伊賀で始めた施設外就労
の可能性が広がる「共同モデル」の紹
介です。

　施設外就労のパートナーは農業分
野にもたくさんあります。
　農福連携における施設外就労の実
践報告と共に、更なる拡充をめざし
た事業所間協働の「農福連携共同モ
デル」を具体的に提案します。

2施設外就労「M.I.E モデル」検証報告

1三重県内での施設外就労の実践報告

3 企業における障がいのある人の就労について
　　　　　　
　　　　　　講演
　　　　　　「つぶれない会社を創る」ための
　　　　　　「人づくり」  ～ SDGs の視点から～

「施設外就労が広げる障がいのある人の“多様な働き方とライフデザイン”」

レポート①
企業と連携した施設外就労①

社会福祉法人  維雅幸育会
「びいはいぶ」管理者

菊田　愛香

レポート②
企業と連携した施設外就労②
　　　　　　　～共同運営事例～

レポート③
施設外就労を活用した農福連携

第１部　報告「施設外就労活動による障がいのある人の働き方」

第２部　パネルディスカッション

１日目

場　所

12：00

12：45

13：00

13：40

14：40

15：00

15：10

16：30　

　

16：45

２日目

場　所

9：00

9：30　

10：30

11：30

12：00

13：00

15：00　

開催プログラム

社会福祉法人  名張育成会
「レインボークラブ」管理者

多原　智子

レポート①　施設外就労活動が生み出すメリット
　　　　　　～それぞれの『主体』が輝くために～

埼玉県立大学
保健医療福祉学部  教授

朝日　雅也

株式会社ミルボン　
代表取締役社長

佐藤　龍二

レポート②　企業・雇用の視点から分析する   
　　　　　　「M.I.E モデル」  

三重県知事

鈴木　英敬

埼玉県立大学
保健医療福祉学部  教授

朝日　雅也

慶應義塾大学商学部  教授

中島　隆信

日本財団公益事業部
国内事業開発チーム
シニアオフィサー

竹村　利道

社会福祉法人維雅幸育会　
ふっくりあモォンマール　

統括管理者

奥西　利江

横浜市立大学
 国際教養学部  教授

影山　摩子弥

NPO法人「えん」
代表理事

小林　弘樹

就労支援フォーラムNIPPON特別企画

施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム
～Mie Inclusive Employment project～

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～
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令和２年２月16日日
12：45開会（参加費無料） 

伊賀市文化会館　さまざまホール
（三重県伊賀市西明寺3240-2）

受付開始  
   
オープニング  
　主催者あいさつ
　今岡　睦之
　（社会福祉法人  維雅幸育会　理事長）
　来賓あいさつ  
   
第１部  
報告「施設外就労活動による障がいの　
　　　ある人の働き方」
1三重県内での施設外就労の実践報告　
　　レポート①
　　　企業と連携した施設外就労① 
　　レポート②
　　　企業と連携した施設外就労②
　　レポート③
　　　施設外就労を活用した農福連携

2施設外就労「M.I.Eモデル」検証報告
　　レポート①
　　　施設外就労活動が生み出すメリット
　　レポート②
　　　企業・雇用の視点から分析する
　　　「M.I.Eモデル」

3企業における障がいのある人の
　　　　　　　　　　　　就労について
　講演　「つぶれない会社を創る」ための
　　　　「人づくり」 ～SDGsの視点から～
休憩  
   
第２部　パネルディスカッション
「施設外就労が広げる障がいのある人の
“多様な働き方とライフデザイン”」  

エンディング  
施設外就労「Ｍ.Ｉ.Ｅモデル」宣言  
閉会のあいさつ
　松村　浩
　（社会福祉法人  維雅幸育会　常務理事）

終了予定  
   
令和２年２月17日月
9：30開会（定員40人・参加費5,000円）

株式会社ミルボン　ゆめが丘工場
（三重県伊賀市ゆめが丘7-7-5）

受付開始  

主催者あいさつ
　松村　浩
　（社会福祉法人  維雅幸育会　常務理事）
株式会社ミルボンゆめが丘工場
工場説明
　村田　輝夫
　（株式会社ミルボン　取締役生産本部長）
社会福祉法人  維雅幸育会「びいはいぶ」
の施設外就労の概要説明  　
　菊田　愛香
　（社会福祉法人  維雅幸育会「びいはいぶ」管理者）

工場視察
   
意見交換 
   
昼食・休憩
   
移動　施設外就労活動の現場視察  
　ロート製薬株式会社
　チョーヤ梅酒株式会社
　中外医薬生産株式会社
　サラヤ株式会社  

終了予定  

　三重県の伊賀地域では、施設外就労のスキームを活用し、企業と就労支援事業所が連携しながら、障
がい者が企業の中で活躍する「インクルーシブな就労」が広がっています。私たちはこの１年、その効
果やメリット、施設外就労に取り組むために必要なノウハウなどを検証してきました。
　このフォーラムでは、施設外就労「M.I.Eモデル」の実践と検証の報告を行い、障がいのある人たちの
多様な働き方を広げ、豊かな生活を実現する「施設外就労活動」を共に考える機会として、多くのみな
さまにご参加頂ければ幸いです。
　尚、２日目については、連携する企業様のご理解ご協力のもと、実際の施設外就労の現場視察を計画
致しました。定員40人と参加人数に限りはありますが、皆様のご参加を関係者一同、心よりお待ちして
います。

　就労継続支援 B 型事業所「びいは
いぶ」は、活動の中心を施設外就労に
置き、平均月額工賃約 7万円、中には
10 万円を超える高工賃の利用者もお
られます。
　工賃向上をめざす事業所必見の実
践報告です。

  企業と就労支援事業所が連携しながら取り組む施設外就労「M.I.E モデル」の効果やメリット、ノウハウ等を、学識経験者の立
場で検証頂くと共に、障がいのある人が企業の中で活躍する「インクルーシブな就労」を促進するためのご助言を頂きます。

　施設外就労「M.I.E モデル」の実践と検証を通して、障がいのある人たちの多様な働き方を広げ、更には一人ひとりの豊かな
生活を実現するための「施設外就労活動」のあり方やスキームの構築を考えます。
　また、企業と福祉のパートナーシップや、障がいのある人の新たな雇用推進につながる「インクルーシブ就労率」の提案に
繋がる議論をします。

　株式会社ミルボンは、1999年から国内No.1シェアを保つ美容室専用のヘアケア化粧品メーカーです。
　2019 年から国連で採択された「世界を変えるための SDGs」に取り組んでおり、更に、障がい者雇用や
施設外就労にも積極的な姿勢を示されています。
　業界のトップランナーでもある佐藤社長に、成長を続ける会社の経営理念と「人づくり」について語っ
て頂きます。

株式会社ミルボン「経営理念」
　美しい生き方、美しい髪は人の心を豊かにします。豊か
な心は文化を育みます。
　文化を大切にする社会は平和をもたらします。
　ミルボンはそう信じて事業展開を推進し、業界、ひいて
は国、地域に貢献します。

　ひとつの就労支援事業所では、一
歩を踏み出せない施設外就労へのト
ライ。でも、複数の事業所が協働して
取り組むことで実現する共同運営も
あります。伊賀で始めた施設外就労
の可能性が広がる「共同モデル」の紹
介です。

　施設外就労のパートナーは農業分
野にもたくさんあります。
　農福連携における施設外就労の実
践報告と共に、更なる拡充をめざし
た事業所間協働の「農福連携共同モ
デル」を具体的に提案します。
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就労支援フォーラムNIPPON特別企画
施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム
～Mie Inclusive Employment project～

はたらく障害者サポートプロジェクト

日　時 2020年   ２月16日日　12：45-16：45（無料）
　　　　２月17日月　  9：30-15：00（工場視察/定員40名）

会　場 １日目　伊賀市文化会館　さまざまホール
　　　  （三重県伊賀市西明寺 3240-2）

２日目　株式会社ミルボン　ゆめが丘工場
　　　  （三重県伊賀市ゆめが丘 7-7-5）

対　象 全国の障害者就労支援事業所、企業
障がいのある方・家族、そのほか障がい者就労支援に関心のある方

社会福祉法人  維雅幸育会主　催

三重県共　催

日本財団助　成

伊賀市、名張市、公益財団法人  日本知的障害者福祉協会
社会福祉法人  全国社会福祉協議会  全国社会就労センター協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　  （予定）

後　援

三重県雇用経済部雇用対策課 TEL：059-224-2510（福島・柴原）
（社福）維雅幸育会「びいはいぶ」 TEL：0595-39-0797（菊田・葛原）

お問い合わせ先

１日目　フォーラム　無料  /  ２日目　工場視察　5,000 円（申込締切　2020 年２月７日金）参 加 費
申込期間 ※２日目の参加費には、工場視察の移動交通費とお食事代が含まれます。

※２日目の工場視察につきましては、定員になり次第締切ります。（40名）
※お振込み後は理由の如何を問わず払い戻しできませんので、あらかじめご了承ください。
※振込期限を過ぎてもご入金が確認できない場合、お申し込みをキャンセルとして処理させていただきます。

ＪＲ … 伊賀上野駅下車⇒伊賀鉄道上野市駅下車⇒バスで約10分
近鉄 … 伊賀神戸駅下車⇒伊賀鉄道上野市駅下車⇒バスで約10分
お車 … 名阪国道友生ＩＣより約３分

名神高速・
新名神高速
約90分
   
JRおおさか東線・
JR関西本線　約120分
      

近鉄大阪線　約100分

名
古
屋
方
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伊賀市へのアクセス
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東名阪高速
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名古屋線　約120分

大
阪
方
面

日本財団の新しい就労支援の取り組みとして 2015 年
４月からスタートした「はたらくN I P P O N！計画」は、
新たに「はたらく障害者サポートプロジェクト」として
次のステップへ進みます。いま絶対に乗り越えなけれ
ばならない課題と、それらに対する出口として具体的
な解答やビジョンを示し、着実に実行することによっ
て、障害のある人の「はたらく」を全力で応援します。

2020.2.17mon  9：30-15：00
株式会社ミルボン  ゆめが丘工場

（定員40名、参加費5,000円）

2020.2.16sun  12：45-16：45
伊賀市文化会館  さまざまホール

（参加費無料）

リーフレット挟み込みの参加申込書、またはWebサイトから参加申込書（PDF形式）をダウンロードして、
必要事項をご記入の上、下記までFAXまたはメールにてお送り下さい。

◎Webサイト　http://www.uenohimawari.com/
◎FAX : 0595-39-0797（びいはいぶ　担当：菊田・葛原）
◎E-mail : info@uenohimawari.com

申込方法

就労支援フォーラムNIPPON特別企画

施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム
～Mie Inclusive Employment project～
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三重県知事　鈴木英敬氏　( 以下、鈴木）
　みなさん、こんにちは。今日は、あいにくの天気ではありますが、多くの皆
さんに、このフォーラムにご参加頂き感謝申し上げたいと思います。
　また、主催の維雅幸育会、今岡理事長をはじめ皆様に感謝申し上げたいと思
います。三重県も共催をさせて頂き大変ありがたく思います。
　そして、大変お忙しい中、既にお話もして頂きましたが、パネラーの先生方、
本当にありがとうございます。
　今からのパネルディスカッション「施設外就労が広げる障がいのある人の多様な働き方とライフ
デザイン」というのがテーマですが、施設外就労を広めていこうというのもありますが、障がいの
ある方々にもいろんな働き方があるよね、それを広げていくには、どうしたらいいかというのを皆
さんでお話ししていきたいと思っています。
　じゃあ、最初のパートですが、自己紹介やテーマについてのお話を最初にしていきたいと思いま
すが、はじめに三重県の取り組みや僕の思いも少しお話しさせていただきたいと思います。
　私が知事にならしていただいたのは平成 23 年 4 月、東日本大震災から一カ月後です。それから
9 年、この 4 月に 10 年目に入ります。　
　最初は、東日本大震災があったので、三重県も防災対策をしっかりやろうということと、リーマ
ンショックの落ち込みから、まだ三重県経済が脱することができていなかった時期ですので、とに
もかくにも経済を回復して行こう、そのあたりが重要な課題でした。
　そこで、県民の皆さんとか、中小企業、小規模企業とかの皆さんに大変お世話になって、実質の
県内総生産は、過去最高になっていったり、一人当たりの県民所得が全国で 3 番目になったり、そ

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
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ういった形で経済のほうは回復してきました。
　特に平成 25 年は、第 62 回神宮式年遷宮があって、神宮への参拝客数は 1,420 万人、また観光
消費額も 5,342 億円で、三重県としては過去最高、多くのメディアで三重県や伊勢神宮が取り上げ
られました。そのとき、思ったんです。確かに経済はよくなったけれども、「働きたいなあ」と思っ
ている障がいのある方々が働ける環境に三重県は無かった。そんな希望が叶わない地域では、いく
ら経済がよくなっても意味ないんじゃないか。
　実は、この平成 25 年というのが障害者実雇用率で、三重県は全国最下位でありました。経済が
良くなっても、働きたいと希望しておられる障がいのある皆さんの希望がかなわない、そんな地域
であってはならない、そう思って、多くの皆さんにご協力いただいて、いろんなお力添えをして頂
いて進んできたわけです。労働局と一緒になって、障がい者雇用改善プランを作ったり、障がい者
雇用促進会議、官民一体となった会議を作ったり、津の総合文化センターにステップアップカフェ
Ｃｏｔｔｉ菜というカフェを、地域全体が障がいのある方々と一緒に働く、障がいの有無に関わら
ず共に生きていく、そういうふうな地域になるように地域自身がステップアップしていく、という
ことの思いを込めたステップアップカフェというのを作りました。現在、来店者数は、12 万人を
超えています。
　あとは、平成 27 年、三重県障がい者雇用推進企業ネットワークというのは、291 社ありますが、
既に障がい者雇用を一生懸命やっている企業だけじゃなくて、まだまだ課題があって、これから障
がい者の皆さんと一緒に働いていきたいなぁ、これからやるぞという企業の皆さんも入って、三重
県は、これから頑張るぞという人たちも入って、いろんな経験やノウハウや思いを共有するという
ネットワークにしているというのが、一つの特徴です。
　今日もありますように、令和元年度は、このM.I.Eモデルの検証の取り組みなどを進めてきました。
　そして、障がいのある方々を中心に農業で活躍してもらうという農福連携の取り組み。これは、
私が全国の農福連携都道府県ネットワークの会長を務めさせていただいています。最初は、20 く
らいからスタートしましたが、今は、全都道府県が入っていただくネットワークとなりました。最
近は、この農福の福の部分をもう少し広げて、生活困窮者であるとか、引きこもりの方であるとか、
生きづらさを感じているような方々にも農業で活躍して頂こうという形で取り組んでいます。
　そのような取り組みの結果、民間企業の障がい者雇用率は、法定雇用率を超え、法定雇用率達成
企業の割合も全国で上のほうになってきたということでございます。
　しかしですね、じゃあ、この障害者実雇用率の制度は、障害者手帳が必要など一部制度上限られ
た状況であるところで、じゃあ本当にそれだけで障がいのある方々で働きたいと思っている方の働
く場を確保できるのか、そういうチャンスを作ることができるのか、もっとインクルーシブにいろ
んな働き方、働く場があっていいのではないか、そういうところに三重県行政は進んでいくべきで
はないのか、そのために皆さんの力や知恵を貸してほしい、そういう思いで、今、取り組んでいます。
　今日のフォーラムを機に、三重県行政としても新たな進化を遂げていきたい。そのためには、今日、
いらっしゃるような皆さんと、いろんな業界、立場を超えて、つながりあって、前へ進めていきたい。
そんなふうに思いますので、ぜひ、ご協力のほどをよろしくお願いいたします。
　それでは、私の最初の話は以上で、この後は、各パネリストの皆さんから、自己紹介と障がい者
雇用に関する思いをお話しいただきたいと思います。
　また、竹村さん、奥西さんからは、実際に障がいのある方々の就労を支援しておられる立場から、
なぜ、障がいのある人が働くということを大切だと考えられ、取り組んでおられるのかもお話をい
ただきたいと思います。
　それでは、まず、朝日先生からお願いいたします。
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思いを語る　～障がいのある人たちの雇用・就労について～

埼玉県立大学　教授　朝日雅也氏（以下、朝日）
　埼玉県立大学の朝日雅也でございます。場所が場所だけに、先ほどの検証報
告では、やや「みえ」を張ったところがあったと思うんですけども、改めて、
私の思いを簡単にご紹介させて頂きたいと思います。
　私のこだわりは、働ける年齢にある人達は、障がいの重い、軽いに関係なく、
やはり職業世界に一度「おかれるべき存在」ではないか、もちろん、その場合は、
雇用もあるし、他の福祉的な働き方もあると思うんですけど、働く世界に一度「お
くべき存在」として見ていくことが大事だと思っています。
　そのためには、そのままでは、その方が望む働き方は実現しませんので、それを実現するために
様々な制度や支援があるということになると思います。
　でも、それは、決して、社会側が事業所側の論理で働かせるということではなく、本来、そこで
働きたいという思いに沿って、そこで障がい者雇用なり就労を実現させていかなくてはいけない、
こういうように考えます。改めてよろしくお願いいたします。

（鈴木）
　ありがとうございました。続きまして、中島先生、自己紹介をお願いします。

慶応義塾大学　教授　中島隆信氏（以下、中島）
　慶應義塾大学、中島です。私は、商学部で経済学を専攻しており、特に障がい者福祉、障がい者
雇用が専門ということではありません。先日も、高校野球の投球数制限の委員会の仕事なんかもやっ
てました。障がい者の関連でいうならば、わたくし、子どもが二人いるんですが、上の子どもが脳
性麻痺の身体障害です。だからということではないのですが、自分の専門領域を障がい者福祉、障
がい者就労という分野に応用してみたらどうかということで、2006 年に「障害者の経済学」とい
う本を書いて、2018 年にその新版を出しました。そういった繋がりもあって、今回、こういう場
に呼んでいただけたと思っております。
　後ほど経済学の視点から見た M.I.E モデルについての評価をお話しさせていただきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

（鈴木 ）
　ありがとうございます。後ほど、経済学から見た視点ということでお話をお聞きできるとのこと。
やはり、定性的なことだけではなくて、経済学的な切り口からの評価も、ぜひ、お聞きしたいと大
変楽しみにしております。それでは、竹村さん、お願いいたします。

日本財団　竹村利道氏（以下、竹村）
　日本財団の竹村と申します。私は、日本財団にいますが、実は、5 年前に 3
年間だけの約束で日本財団に来ました。
　日本財団は、私が来る 10 年間で、障がい者就労支援で約 2000 件、約 200
億円の投資（助成）をしてきましたが、結果として、砂漠に水を撒くようなも
のだったというのが現実です。
　経済学の視点からしても、専門は中島先生に委ねたいと思いますが、結果と

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

125



しては、誰のためにもなっていない助成を重ねてきてしまったことの反省をもって、5 年前から「働
く障がい者サポートプロジェクト」というものを立ち上げ、重点的な投資をしながら、この国の課
題を明確に解決する取り組みをはじめています。
　私自身は、高知県で障がい者の就労支援に携わってきました。働くことの意味というのは、障が
いの有無に関わらず、やはり、キュアであるしケアである。特に障がいのある人にとっては、それ
は当てはまるのではないかと考えています。今日は、冒頭で川崎二郎先生のご挨拶、久しぶりに伺
いましたが、72 歳にしてお元気です。うちの会長、笹川は、80 歳になりますが、本当に元気です。
言わないですけど、「よっしゃあ」「俺にまかせとけ」みたいな、多分、役に立っていることの実感が、
人を長生きさせるし、生き生きとさせるのではないかと思います。
　その意味で、働くってことは、とても大切なことなんですが、福祉施設全国 16,000 カ所を訪ね
るたびに、親御さんが親亡きあとのことを考え、「こんなふうに生まれなかったら」って言わなく
てもいいような社会の実現のために、今、私たちができることがあるんじゃないかと思いながら、
今日、ここに来させていただきました。
　アカデミックなお話は、お二人の先生にお任せしつつ、私は、粗忽もので、思い立ったらすぐ行
動するというようなタイプのお話をさせていただければと思います。どうぞ、よろしくお願いいた
します。

（鈴木）
　ありがとうございます。実は、私が子どもの家庭養育、つまり、例えば、児童養護施設などにい
る子どもたちで、里親とか特別養子縁組といった家庭的な養育を推進していこうという官民協議会
の会長をさせていただいておりまして、日本財団の笹川会長には大変お世話になっています。あと、
手話を広める都道府県知事の会の副会長をやっているので、その点でも日本財団の笹川会長には大
変お世話になっています。笹川会長ね、元気ですもんね。すごいパワーの持ち主でありますから、
あんな感じで、常に役立ってる感があるといいなと思います。ありがとうございました。
　では、奥西さん、お願いいたします。

維雅幸育会　奥西利江 ( 以下、奥西 )
　ご紹介をいただきました維雅幸育会の奥西です。はじめに、主催者といたし
まして、たくさんの皆さまにお集まり頂き、心からお礼申し上げます。
　私が、この伊賀の地で、無認可の小さな作業所をはじめたのが、昭和 63 年の
ことでした。それから、早いもので 32 年経ちました。
　作業所をはじめて一番最初にお渡しした工賃というのが月額 800 円でした。
　その時に、利用者の男性が、「奥西さん、お金はもらったらうれしいけど、こ
の工賃だったら、煙草を買うか、コーヒーを買うか選ばなくてはいけないような額だ。せめて、ど
ちらも買えるくらいの工賃は欲しいで」とおっしゃいました。
　また、他の利用者さんからも、「家族から自立してアパート暮らしをしたいとう夢がある。パー
トナーを持って結婚して人生を歩んでいきたいという夢をもある。でも、その夢は、自分たちの力
だけでは叶えられない。その夢を叶える手伝いをしてくれるのが奥西さんの仕事だろう」と言われ
ました。
　一人ひとりが人生を生きていく、その上で、それぞれの人生の中で活躍できることを応援すると
いうような支援者でありたいと思った時に、まずは、「働く」「工賃を得て生活する」というところ
から真剣に考えて、取り組んでいこうと思いました。
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　ただ単に働くために働くということではなくて、それぞれがその人生の中で活躍して、よりいい
人生を送る、より良い生活を送るために、働くことはとっても大事だと思いながら、就労支援をずっ
とさせてもらってきました。
　これからも、その姿勢はずっと変わらずにやっていきたいと思います。

（鈴木）
　ありがとうございます。多くの人の夢を叶えたい、その入り口として働き方を変えたい、そうい
う熱い思いを奥西さんからも聞かせていただきました。
　それでは、今からですね、テーマにそって、順次、中身を掘り下げていきたいと思います。
　まず、一つ目のパートは、『施設外就労 M.I.E モデルを広げていくためにどうしたらいいか』と
いうことを議論していきたいと思います。
　既に会場の皆さんには、第 1 部で、この施設外就労 M.I.E モデルの実践報告、検証報告をお聞き
いただいたと思いますが、こういう取り組みを広げるためにどうしたらいいかということを議論し
ていきます。
　そこで、最初に中島先生から、先ほど自己紹介でも少し触れていただきましたが、この取り組み
を経済学の視点から検証していただきましたので、その評価などについてお話しいただきたいと思
います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

「M.I.E モデル」の経済学的意義　

（中島）
　まず、M.I.E モデルの評価をする前に、障がい者就労の利点を経済学的に一
般論として最初にお話をしたいと思います。

〈公的扶助を受ける人から支える人へ〉
　これは単純なことでして、別に障がい者就労だけに限ったことではありません。
　障がい者の方たち一般に、かつては知的障がい、身体障がいの方たちも施設にずっと入って、働
く必要なんかないんだよ、ずっと施設のお世話になっていれば、それが幸せなんだ、それこそ福祉
だといった考え方があったわけですよね、それが、だんだん、「一人ひとりの能力を生かして仕事
をするようにしましょう。」と、そういった理念的な考え方もあるんだけども、就労すれば、経済
学的な合理性も当然あるわけです。
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　つまり、ここにあるように、就労すれば、公的扶助を受ける人から、公的扶助を支える人になる、
少なくとも公的扶助が必要でなくなるという利点があるわけです。

〈就労の実現のための配慮のコスト〉
　ただ、そのためには条件があるんです。
　どういう条件かというと、これは、障がいのあるなしに関係ないわけで、就労の実現には、必ず
配慮のコストがかかるんです。どんな人も何等かの配慮のコストをかけなければ働けません。全く
自分は他の人の配慮なしで働けるんだという人は世の中にいないはずです。
　ただ、障がいのある方は、その人自身に十分働くにたる能力はある、だけど、働いてもらうため
には、何らかの配慮をしなくてはならない、そのためのコストがかなりかかる人、それほどかから
ない人、いろいろいるわけです。非常にその辺は、千差万別なんです。
　一般論としては、こうした障がい者就労が経済学的に合理的であるためには、配慮のためにかけ
たコストよりも、その人が社会で稼ぎ出す、つまり給与なんですけども、給与の方が多いというこ
とが合理性の前提となるんですよね、で、これ、非常に当たり前の話であって、そこにかけたコス
トよりも、より多くのものを作り出すことができればやった方がいいって話なんです。
　しかし、残念ながら、実は、この原則が当てはまらない障がい者施設というのがたくさんあるん
です。
　いわゆるＡ型でも大半がこの原則に当てはまらない。何で当てはまらないかというと、結局、良
質な仕事がないからなんです。つまり、大事なことは、障がい者の方達の能力があるなしではなくて、
その人たちにあった仕事があるかどうかということなんですね。そうした仕事が実は企業にはある、
ということなんです。その辺の難しさをどうすれば克服できるかということになるわけです。

〈全体最適の視点で配慮のコストを下げる工夫〉
　そこで、求められる視点は、経済学のごくごく当たり前の視点なんですけど、全体最適の考え方
ですね。
　つまり、日本全体として、社会全体として考えたときに、この一番下の不等式が成り立っている
かということなんです。そのために全体最適の視点を持ちましょう。
つまり、これは、どういうことかというと、社会全体でどううまく工夫すれば、配慮のコストを下
げられるかということなんです。
　もちろん、障がい者の給与を上げる工夫も必要なんですね、ですけど、それはその人の能力にあっ
た仕事を見つければいい、だけど、見つかったとしても配慮のコストがあまりにも高かったら就労
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には結び付かない、こういうことなんです。
　ですので、どうすれば配慮のコストを下げられるかということを、みんなで知恵を出さなくては
いけない。

〈企業がすべきこと〉
　そこで、ここでは、当事者にはもちろん工夫が必要なんですが、今日は、3 点あげたいと思います。
　まずは、一つは企業がすべきこと。
　企業は、ここであえて本業と書かせていただいたのは、今までの企業の障がい者就労というのは
主に東京型なんですね。
　東京型というのは、東京には本社、いわゆる企業グループの親会社が集中しているんですね。そ
うすると現場の仕事というのがほとんどない、ほとんどが間接部門なんです。親会社の事務的な総
務系、人事系、経理とか間接部門の様々な事務単純作業、その中には、メール便の仕分けとか清掃
とかそういうものも含まれます。そういう仕事を集めてきて特例子会社を作って障がい者を雇用す
るという、いわゆる特例子会社グループ適用型のモデルが中心だったんです。
　しかし、そういう仕事はこれから増えませんよ、間接部門というのは、むしろ減らしたほうがい
いくらいですよね。むしろ本業の仕事というのを増やし、それがしっかりと企業の利益に繋がって
いく、そこではじめて障がい者雇用と企業の利益が結び付くわけです。
　だから、本業に関わる仕事をまず作り出すということが必要。
　それから、仕事に必要な能力をしっかり見える化するということが必要です。
　先ほどの、前の段でお話がありましたけど、なんとなく、こういうことやっといてね、というの
では、そのためにどういう能力が必要かわからない、もっと具体的にこの仕事をするためにはどう
いう能力が必要か、そのためにはどういうことを学んできてもらわないといけないかということを
しっかりと見える化して、うまく仕事に結び付けていくという形が必要なんです。これが、まず、
企業がすべきこと。

〈施設がすべきこと〉
　2 番目に施設がすべきこと、これは福祉サイドなんですけど、福祉サイドは、障がい者の方達の
体調管理など、福祉的にサポートする、つまり福祉のやるべき仕事を全部企業に押し付けていては、
配慮のコストが上がってしまいます。
　企業に、例えば、精神障がい者の方の場合、企業が精神保健福祉士をつけて、障がい者の体調管
理までやってください。これは大変コストがかかる。
　だけど、施設側には、そういうノウハウがあるし、そういう人も入れられるわけですから、そこ
は福祉サイドがサポートする。
　施設サイドは障がい者の方達の特性がわかっているわけですね。ですので、当事者の長所を見え
る化するということです。そこではじめて、当事者の方達のできることと企業の仕事のマッチング
が可能になるということが言えるわけです。

〈行政がすべきこと〉
　3 番目に行政がすべきことです。
　行政は、就労形態の選択肢を広げることをするべき、残念ながら、今、行政の障がい者雇用に関
する制度は非常に硬直的です。
　例えば、短時間労働に関しては制約がある、あるいは、この間も問題になりましたけども、働く
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ためにヘルパーをつけると、それは福祉のお金が使えないとか非常に福祉と就労の間に厚い壁がそ
こに存在するわけです。
　ですので、就労形態の選択肢を広げて、様々な人の力を借りつつ働けるようにするという、この
制度をいかに柔軟に作るかというのは行政の役割です。
　かつ、成果の有無を検証する、こういうような制度を作った結果としてどうなったか、このあた
りの検証というのは、私は非常に甘いと思っていて、制度というのは徐々に世の中の変化に従って
変えていくべきなんです。
　そのためには客観的なエビデンスに基づいて成果の評価をしなくてはいけない。その評価という
のもしっかりやっていく、その評価システムによって施設と企業にインセンティブを与える。つま
り、これが社会的に望ましいことであればそれをより促進するための、ある意味動機づけをすると
いうことですね、このあたりのインセンティブ付けというものが私はまだ甘いと思っています。

〈「M.I.E モデル」の評価〉
　では、「M.I.E モデル」の評価ということですけど、私は工場の見学もさせていただいたし、維雅
幸育会の方ともお話をして考えたことなんですけど、うまくいっているということは、必ずその背
後に私があげたようなこういう条件を満たしているということなんですけど、これらの工夫が適切
になされていると思いました。
　つまり、企業がすべきこともしっかりやっている、施設もしっかりとやっている、それから行政
もですね、このようなシンポジウムを共催という形で、こういうモデルについての評価をしっかり
行っていると思いました。
　ただ、今後の課題も当然あるわけで、障がいの多様性ですよね。特に精神、発達障がいというこ
とになってくると、いわゆる現場の仕事をやってもらうとなっても、例えば単純作業というのは非
常に難しい、長時間働くことは難しいとかいろいろ制約がかかってくるわけですよね。そういうと
きに、いかにして、その人の能力を見える化し、福祉がサポートするか、そのあたりの連携が非常
に難しいと思います。
　ですので、両者の間をつなぐ何らかの機関が必要なのかな、民間企業でもいいのかもしれません
けども、よりマッチングをうまくするための機能が求められると思います。
　それから、やはり、だいたいこういう雇用は、コストがなるべくかかりにくいところからスター
トするんですけど、拡大していくとだんだんコストがかかってくるんですよ。例えば、身体障がい
で働ける方は、いま働いてますよね。知的障がいでもだいぶ雇用が進んでる。次は、さらに次の段
階ということになると配慮のコストというのはどんどんあがっていくんですよね。その時に、どう
うまくコストを下げるかということを考えることも必要になると思います。
　ということで、総合的に見て、M.I.E モデルというのは私があげた経済学的な観点からの工夫な
り条件なりは十分満たしていると評価します。

（鈴木）
　中島先生、ありがとうござました。
　今の最後のスライドの、精神、発達障がいを取り込めているかということについては、先生が仰っ
たように、マッチングの機能とかを充実させていくということが重要だと思いましたし、そのため
の機関が重要だというのも仰る通りだなと思いました。
　また、継続と拡大によるコスト増について、私も、コスト増するだろうなと思いますが、中島先
生は、どういう処方箋があると思われますか。
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（中島）
　私は、特に精神、発達障がいの場合は、企業と施設だけに全部のコストを負担させるのはきつい
と思います。
　一つは、まず、ご本人がどれだけ自分の障がいなり、困難さを客観的に把握できているかという
ことが重要です。でも、それを本人だけに任せておいては無理なので、親とか教育機関がそこに協
力しなくてはいけない。あと世間一般の協力も絶対必要で、精神、発達障がいの人って、ちょっと
変わったとこありますよね、変わった人を排除するような空気が世の中にあると社会で受け入れる
ことができない。だから、第 3、第 4、第 5 の登場人物として当事者であるし、あるいは社会全体、
その人を取り巻く人たちがどういう形で、その人たちを社会に受け入れているか、受け入れていけ
ば、配慮のコスト、つまり、企業が払わなくてはいけない配慮のコストがだいぶ下がると僕は思っ
ています。

施設外就労「M.I.E モデル」を広げるために

（鈴木）
　ありがとうございます。社会的受容性みたいなところが、大変重要だとあらためて思いました。
　朝日先生、多様な就労形態に関する研究をされておられまして、あらためて、なぜ、働き方の選
択肢を広げる必要があるのか、伊賀での取り組みがうまくいっている理由としては、中島先生も課
題で福祉と就労の壁を取っ払わなくてはいけないとおっしゃっていただきましたが、福祉と労働が
一体となって取り組んでいることの効果もあると思いますけれども、この点もあわせてお話しいた
だきたいと思います。

（朝日）
　例えば障がい者の雇用ということを考えますと、週 30 時間以上の労働とか 20 時間以上の労働
が求められます。もう少し短時間労働についても適用できないかという議論が進められているわけ
ですけど、言わばある程度一定の枠組みの中で雇用を実現させていく、その結果、最低賃金以上の
給与をお支払いしていく。こういう世界があります。そして、就労継続支援Ｂ型に限りますけども、
月額工賃 16,000 円の世界。乱暴に言えば、この２つの世界しか目の前に与えられていないように
思います。
　そうなると一人ひとりの働きたい気持ちや、そこの支援のありようを考えていくと、やはりもう
少しいろいろな選択肢を増やすと、障がいのある人も職業の世界から排除されないで参加すること
ができるということです。
　雇用を推進していく立場からは、究極的には、雇用がもっと促進されるといいということなんで
すけど、長年努力してきたけども、まだ企業では半分くらいしか雇用率を達成していない現実があ
るということなんですね。
　福祉の方も施設外就労みたいな取り組みが進んでいくと、月額 6 万円という工賃を実現されてい
くということなんですけども、やはりそこの２つだけの二者択一の世界ではなくて、もう少しきめ
細かい選択肢を、いろんな支援付き、あるいはご本人の努力を前提としながらもあるということが
大事ではないかと思います。それで多様な就労形態は、結果的にそれを通して社会参加の機会を得
たり、自己肯定感を得たりというところで、ご本人もさることながら、社会全体の利益につながる
のかなと思います。これが私の多様な就労形態にこだわっている一つの理由であります。
　それから、伊賀での取り組みが福祉と労働が一体となっているということで、中島先生のお話に
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もあったんですけど、労働サイド、企業側のニーズと福祉サイドのニーズがマッチングしていると
いうことなんですね、それがぴったりマッチングしていることが結果的に障がいのある人が自分に
マッチした仕事を得ることにつながる。これがやはりうまくいっている背景の一つかなというふう
に思っています。
　では、それをどういうふうにうまく活かせるかというところで、結局、連携をマッチングしてい
くマネジメントが必要ということになります。それを行うのはやはり人になりますので、この M.I.E
モデルですけども、別の言い方をすれば、「M みんな　I いつでも　E ええ関係」というのが、やは
りベースになっていくのかなと、冗談めかしましたけども、それが財産、基盤になっていることを
強く感じています。

（鈴木）
　私も最後、そこをもう一回お聞きしようかなと思ったのは、福祉と労働の一体化というか、壁を
取っ払っていく、そのためにマッチングのマネジメントが大事だと、私も思ったんです。　　　
　では、この M.I.E モデルだと、維雅幸育会さんとか、奥西さんとか奥西さんとか奥西さんとかで
すね、そういう働く側の人たちのことも、企業側のこともコーディネイトできる人材がいたわけで、
マッチングのマネジメントというのは人材をもっと増やしていくということですかね。

（朝日）
　人材を増やしていく。奥西さんのような人材を大量生産するということは難しいので、もちろん
人材を増やしていくという量もありますけども、関わっている人たちがこの仕組みを理解していた
だいて、直ちに三重と同じレベルまではいかないまでもトライアルしてみようかなという動機づけ
を得ていくことが大事で、結果的にそれらが相まって行くと全体を広げていくのかなという気がし
ます。

（鈴木）
　大変わかりやすいお答えをいただきましたね。
　一人の人にということよりも、チームみんなが理解をして関係する人みんなが理解をして、そこ
の部分が大事なんだという方向に向かっていくようにしていくべきということなんですね。はい、
ありがとうございました。
　続いて、今、名前もたくさん出ましたけども、奥西さん、維雅幸育会のように複数の企業と継続
的に連携しているところは全国でも少ないということでありますが、この仕組みが広がっていない
原因、制度上の課題などについてどう考えておられますか。

（奥西 ）
　今日に至るまで、30 年前くらいから、この施設外就労の取り組みは細々と続けさせてもらって
きました。ホッチキスの会社に行って箱を作ったりとか、自転車のスポーク組み立てに行ったりと
か、ネギの根っこを掃除しに行ったりとか、本当にいろんなことをやってきて 30 年、やっと今の
形になったなと思っているので、一朝一夕にこの形になったのではないと思っています。
　課題というところですが、福祉サービスの仕組みの問題がひとつあると思います。
　先生方もお話し下さいましたが、国の障がい者福祉の施策は、表向きは就労支援を重要視しましょ
うという話なんですけども、やはり現実的には生活の支援や介護とか入所施設とかが求められるも
のですので、そちらにたくさん福祉サービスのお金が流れるという仕組みになっていると思います。
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　これが生活の部分も就労の部分も同等にうまくやっていけるような仕組みに、少し制度設計変え
ていただくというのも一つの方策かと思っています。
　あと、影山先生が一部でお話されましたが、どうしても障がいのある人の福祉というのは介護と
かリハビリという視点がぬぐえないというか、それが先に立ってしまうんです。
　そうではなくて、やはり、どの方もキャリアアップとかキャリア育成とか、ミルボンの佐藤社長
が何回もおっしゃって下さいましたが、人材育成が大事、障がいのあるないとか関係なく人材育成
というような、そういう視点に立った制度設計をもう一度する必要があるかなと思います。そうい
うところが伊賀の取り組みの中でうまく動きだしたのでこの形になったなというのが一つです。
　もう一つは福祉サイドの支援者のスキルという部分で、私も福祉の勉強をしてきましたが、福祉
の勉強をしてきた者は、企業のこととか、働くとか、就労とか、そういうことを学んできてません。
そういう中で就労支援に携わるスタッフの人たちは、障がいのある人一人ひとりの特性に合わせた
仕事を提供したり、工夫した支援をする、そこにプラス企業で品質を担保して生産性を確保する、
企業の利益、生産の部分のスキルも求められています。
　私たちは 30 年やってきたので、OJT の中でそういうスキルがうまく獲得できたと思います。そ
れが伊賀で広がった要因のひとつと考えると、こういう視点での支援者の育成というようなところ
を国にも動いていただく必要があると思います。
　それから、最後に、まずいろんなこと進めていくためには、良いモデルを作って、その良いモデ
ルを発信していくというのが大事かと思っています。ミルボンさんと作った施設外就労のいいモデ
ルの発信を周りの企業が受け止めてくださって、ちょっとハードルが下がって複数の企業との施設
外の形が作られてきたのかなと思うと、いいモデルをしっかり作って発信するというのが大事かな
と思います。すいません、長くなりました。

（鈴木）
　まず、一番最後におっしゃっていただいた良いモデルの発信というのは、私も本当にそう思って
いて、特に大事なことは、平成 25 年に三重県が実雇用率最後から脱出するためにやったことと似
てるんですけども、企業に発信しても総務部の人で止まっていては意味がなくて、今日もミルボン
佐藤社長に来ていただいたように、企業のトップが、そういうモデルが良いことであり、自分たち
の企業にとってもプラスなんだということをしっかり理解してもらう発信というのが大事ですよ
ね。
　25 年の時は、県内の大きい企業にも関わらず法定雇用率達成していないところに訪問していっ
て社長とかにお会いして直接言いました。そしたら、中には経営者の方は、総務部から人事部から
そんなの今まで聞いたことなかったわ、知事が来て、労働局長が来て、はじめて知ったわというよ
うなことがやはりあったので、そのモデルの発信の届ける先をどこに届けるかというのも、今の奥
西さんの話の、自分の少なからず経験させていただいたことと、ああ確かにそうだなと思いました。
　それから、もうひとつ福祉サイドの人材のスキルの話で、これはちょっと、もう一回奥西さんに
聞きたいんですけども、OJT でやれたのでということなんですけども、OJT でやるとなると、と
にかくはじめてみるということしかないということなんですね。そうなると広がりのスピードが遅
いと思うんですけども、広がりのスピードを上げるにはどうしたらいいと思われますか。

（奥西）
　私たちは、そういう先行事例がなかったので、ずっと OJT でやってきましたけども、やはり福
祉の分野で生活や障がい者支援とかだけではなくて、社会の仕組みの中で福祉がしっかり寄り添っ
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ていくというような教育の仕組みを障がいのある方にもですし、私たち支援者にももう少しそうし
た教育制度が必要かなと思っています。

（鈴木）
　はい、ありがとうございました。竹村さん、お待たせしました。全国的な事例も見ていらっしゃ
る立場から、伊賀での取り組みがうまくいっている要因、全国的にまだまだ広がっていかないとこ
ろの課題、そのあたりについて教えていただいていいですか

（竹村）
　伊賀でなんでうまくいっているかというと奥西さんです。
　ここは奥西さんをよいしょする会ではないですけど、奥西さんと言葉にしましたけど維雅幸育会
全体としての、企業とのコミュニケーション力ではないかなと思っています。
　全国を回っていて、今日は施設外就労って一般就労、雇用にも繋がっていく重要なツールだと、今、
わかってこのフォーラムのお手伝いをさせていただいているんですけど、障がい者就労の中で嫌い
なものが二つ、一つ目受注窓口、怒られますけど、もう一つが施設外就労でした。
　受注窓口があって、いろんな仕事を企業から引き受けてきて福祉事業所に斡旋するという窓口が
全国に 101 か所ありますけども、申し訳ないけど、よく僕が話に行くと、この前も箱折り 10 万箱
とってきました、すごいでしょ ? というけど、10 万箱一個いくらですかというと 10 円ですという
話で、100 万円になるだけ。1 か月で一施設ではできないから 5 事業所に配りましたと言うと、単
純計算すると 20 万円じゃないですか、それを 20 人で分けたら 1 万円になると、その構造が、実は、
低工賃の温床なのにと思っていたのと同様に、施設外就労はどこにいっても残念ながら企業に安い
工賃で雇われるようなふりをしながら、リハビリなのかよくわからないような景色がたくさんあり
ました。
　奥西さんに、そう言わずに見に来いと言われて、ミルボンさん訪ねさせていただいたときに、ああ、
厚労省が考えていた施設外就労の真髄というのはこういうことだったんだなと、実はそれがわかり
ました。
　そして、受注窓口ということも捉えなおしてみて、鳥取県で、受注のやり方のコミュニケーショ
ン企業と変えてみたら、日本財団が関わってから年間の障がい者施設 130 か所に対する支払工賃は
2 億 5 千万増えたんですよ、でも、やってることは、このキャップ閉めと別に変わらないです、キャッ
プ閉めがもうちょっときつくキャップ閉めくらいになったんですが、やってることは変わらないの
に単価が 5 倍になったので、結果として、この２年間で鳥取は２年連続で工賃が上がり、２年目は
３位になりました。
　それと同じように施設外就労もやり方ひとつ、コミュニケーションひとつで企業とやりとりがで
きる。なんと、この国には大企業 11,000 カ所に対して、中小企業は圧倒的に多いく 400 万企業あ
るんですよ。そのうちの半分が個人事業主ですけれども、非就労障がい者の数というのは全国で労
働年齢で 356 万人いますので、一人に１社くらいの施設外就労をやっていくと、結果としては、そ
こにうまく就労移行とかＢ型もＡ型も組み合わせていくことで、きちんとコストもかけながら、気
が付いたら、どこ行っても障がい者が施設外就労しながら結果として工賃も上がって、いや工賃な
んかではなくちゃんと雇いましょうよというマインドが生まれてくることになるのではないでしょ
うか。
　と、いうようなこともできるのですが、残念ながら、そこに対するコミュニケーション力が、維
雅幸育会がしたように、固有名詞あげると、奥西さんがしたような丁々発止のやりとりはなかなか

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

134



できないのが現実です。
　なので、よかったら行かせてもらうとありがたいですというような、手の平差し出し飴ちゃん
ちょうだいみたいな話ではなくって、一緒に何かさせてくれませんかというシェイクハンドだった
ら、そこから新たなチャンスが生まれるんだということを、今日、多くのＢ型事業所さんたちが来
られていると思いますので、ちょっとその辺のフェイズをアップして考えてほしいと思います。昭
和、平成とやってきたことが、令和ではちょっとやり方変えてみたら、一気に視界が開けてくると
いうことを考えるためには、今日は、厚生労働省の障害者雇用対策課の小野寺課長が来られてます
が、僕はやっぱり、インセンティブが企業に対してもなんですけど、ニンジンも大事だと思うんで、
どうすれば積極的に施設外就労を使えるのかという誘導策というのを、来年に迫っている報酬改定
でぜひとも考えていただきたいなと思っています。以上です。

（鈴木）
　今、竹村さんおっしゃっていただいた報酬改定の時に議論していく、また、いろんな法改正のタ
イミングも来年などあるでしょうから、これ実は重要なタイミングなんですよね。　
　我々も、こういうモデルを積極的にやって前に進めていこうとしているのは、そういう非常に重
要な国の制度を変えるタイミングが迫っているということもあって、今、取り組みをさせていただ
いているというのもあります。
　竹村さん、ホントにわかりやすいお話をしていただきました。
　全国の事業所と障がいのある方の関係でいうと、数は十分にあるから、そこをつなぐコミュニケー
ションをどうするか、で、コミュニケーション力が必要だということがわかりましたので、コミュ
ニケーションを上げるために、どんなことを、それが施設でどうすればいいでもいいですし、企業
側がこうでも、行政がこうでもいいんですけど、そのコミュニケーション力を上げるためにやるべ
きこと、いかがですか。

（竹村）
　まずは、明日はもう定員いっぱいらしいですが、40 人定員で奥西さんツアーが、ミルボンさん
はじめ 5 企業であります。そういう機会を、M.I.E モデルとして、是非、知事が先頭に立って、旅
行会社あたりと組んで、費用もとりながら、ホテルも潤うような経済学の中で、ぜひ構築いただけ
ればと思います。
　自治体頼みだけではなくて、是非とも厚生労働省とかでも、好事例集というのもなくて、この講
習受けて、こういうことしていくとひとつの報酬で請求できるインセンティブとなるような仕掛け
というのは必要なんじゃないかなと思います。
　最後、僕、基本的に毒舌なんで申し訳ないこと言いますども、僕は日本財団に来て 5 年目でもう
3 年間の約束をとうに過ぎて、実は今年度末で自分の法人を去るんですよ。
　ずっと思っていたのは、僕は実は報酬もらっている額と同じ額を年間売り上げています。報酬 2
億もらったら、2 億の売り上げを上げて障がい者に払っていたけれども、申し訳ないけども全国回っ
ていると、仕事を組み立てられない。
　今も奥西さんが言ってましたけども、仕事を組み立てられない方は、それを企業に組み立てても
らって、そこに入り込んで支援力を発揮するという新しいパートナーシップが必要なんじゃないか
なと思います。

（鈴木）
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　ありがとうございます。コミュニケーション力を上げるために、現場を知る、良いモデルを知る
講習とそれに報酬などでインセンティブを連動させることで、よりコミュニケーションが確実に上
がる方法を模索してはどうか、大変重要な提案をいただいたと思います。
　この M.I.E モデルを検証している中で、インクルーシブ就労率という考え方がでてきました。こ
の取り組みによって、企業が多くの障がい者の方々に雇用という形態ではなく、どれほどの労働を
提供しているかよくわかるものであります。
　発案いただきました朝日先生から少し解説をいただいてもよろしいでしょうか。

（朝日）
　もちろん、障害者雇用促進制度の中で法定雇用率の達成というのは重要な要素であるわけであり
ます。
　一方で、ミルボンさんほか、この地域での取り組みに代表されるように、施設外就労などでそれ
も単なる安上がりの作業を障がいのある人にやってもらうということではなく、本業の仕事を通し
て、きちんとしたお金を払っているという、こういう取り組みを評価する仕組みがないわけです。
　一部、助成金の関係のところなどでありますが、それも敷居が高かったりして、単純に障がい者
雇用率の枠を超えて、施設外就労などで仕事を提供している部分について、さっき見える化という
話もありましたし、トップの方が理解していただくためには、それを具体的に数字で見せることが
非常に大事だと思ったのがきっかけです。
　そうは言っても、CSR、企業の取り組みは障がい者雇用、施設外就労だけではないよと、環境へ
の取り組みや様々な地域活動に貢献しているので、それを数値化してくださいという考え方もある
かもしれません。
　ただ、障がい者雇用、就労の場合には、やはり雇用率という一つの手法だけでなくて、そこに施
設外就労などでの、実際の計算方式というのは、その人たちに払っている給料を雇っている人に換
算したら、実際には、雇用率はこのくらいだけどインクルーシブ就労率では、このくらいになりま
すよと。
　問題は、それを誰に言うか。もちろん、それで制度的に何か補助金がもらえるとかではないんで
すけども、やはり社会的な評価を受ける、企業あるいは施設、場合によってはそこにいらっしゃる
障がいのある人、さらには、その地域自体がその就労率をもって評価されるのかという気がいたし
ます。
　そうなると、企業さんだけがもちろん頑張る問題ではなく、障がいのある人だけが汗水流すわけ
ではなくて、支援者もそれを支える行政機関も全体として、言わば地域のインクルーシブ就労率を
上げていく動機づけになるかなと、こういう観点から表現させていただいたところであります。

（鈴木）
　大変わかりやすく、おっしゃるとおりですね。
　要は、多様な働く形態を作っていこうとしているのに、今の現行制度では、障害者の実雇用率や
法定雇用率達成企業割合だけの指標の一本足打法ではなくて、いろんなモニタリングをしたり、公
表される、オープンにされる指標がある中で、こういう職場はこういう特質をもっているのか、こ
ういうところは、こういうやり方があるのかという、多様な見せ方をしていくという意味でも、こ
ういう指標が様々に設定されていく、あれかこれかではなくて、多様なモニタリングのためのオー
プンな社会的な評価を受けるための指標が必要だと、そういうことですかね。
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（朝日）
　障害者雇用率制度は、もちろん、労働分野の重要な指標ですけども、では、福祉分野の指標とい
うと平均月額工賃ですか、移行率ですか、という話になってしまうので、それらを統合して指標と
して表現する術が今までなかったんですね。
　そういう意味で、雇用も含んだ多様な就労機会を評価していく。評価と言いましたけど、それに
よって低いですね、高いですねということではなくて、むしろそれを発信して、その地域の特性なり、
そこの企業さんの特性として PR していただく発信材料なのかなとというふうに思っています。

（鈴木）
　ありがとうございます。ですので、やっぱり、施設外就労もすべてそうですけど、働くことなん
かについても全般的にそうですけど、何かを否定して、何かはダメで、何かはマルというよりは、
いろんな形をしっかり設けていって、そして、でも一方でなかなかわかりにくい部分もあったりす
るので、統合してわかりやすく示すような仕組みも大事だっていうこではないかというふうに思い
ます。

これからの障がいのある人の働き方、障害者雇用のめざすもの

（鈴木）
　では、最後のテーマに行きたいと思います。
　これからの障がい者の働き方、障がい者雇用ということであります。
　前半は、施設外就労「M.I.E モデル」について、評価と、どう全国的に、三重県内で広げていく
かというお話をしましたが、さらに、大局的にというか普遍的に、これからの障がい者の働き方や
雇用のあり方についてめざすもの、それについて議論していきたいと思います。
　障がい者が働くために多様な選択肢を広げるという観点から、これからの障がい者の働き方、雇
用のあり方について、経済活動の中でのインクルーシブな就労という観点に絞って議論をしていき
たいと思います。
　それでは、最初に中島先生からお願いしてよろしいでしょうか。

（中島）
　障がいのある方というのは、たぶん、いろんな制約があるわけですね。だから、決まった働き方に、
その人が合わせるという働き方には非常に無理があるわけなんですよね。
　残念ながら、障がい者雇用に関係なく、一般的に、今までの日本の働き方というのは、企業の設
定した働き方に合わせる、だから、そのことによって、例えば、女性が結婚とか出産とか夫の転勤
とかそういう時に、非常に苦労を強いられてきました。
　それは、もちろん企業だけの責任ではなく、家庭の問題ももちろんあるんですけども、親の介護
のために一時期働くのをあきらめざるをえない、それが継続的になると、どうしても仕事を辞めざ
るを得ない、そういう形で、結局、画一的な働き方のひずみが今出てきているわけで、徐々にそれ
が変わりつつあるんですよ。
　それをもうちょっと一般的に考えてみると、障がいのある方というのは、ずっと前からそういう
苦労をしてきているわけで、車椅子の方だったらば、やはり満員電車に乗って通うことは無理なん
ですよね、そのための配慮のコストを企業に払わせるなんて、これはまず不可能、ということになっ
てくると、本人が何らかの形で無理して会社に通うか、あるいは、もう働くの諦めるか、近くの作
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業所に行くかということになってしまう。
　そこで、例えば、労働時間にしばられない働き方とか、場所にしばられない働き方。今回、東京
2020 でテレワークを推進しようという話が出ていますよね、テレワークなんてまさに障がいのあ
る方には非常に便利な働き方で、それは身体の方だけでなくて、例えば精神の方でもですね、どう
しても会社の中でいろんな人に囲まれて働くのは難しいけども、自分の家だったら自分のペースで
働けると。
　では、そういう人たちを、うまくテレワークでとなると、そこで就業形態の問題で規制がかかっ
てくるわけですよね。要するに週 20 時間以上でないとダメですとかね、それから、時間制限かかっ
てくると、自分は調子のいい時に長く働いて、調子の悪い時は短く働いて、自分は深夜に集中でき
るから夜働きたいとか、全部ダメということになってしまう。非常に働き方が画一的にならざるを
得ない。画一化しているというのは制度なんですよ。
　だから、そういう意味で、世の中がどんどん変わっていったらですね、まさに、障がいを持って
いる方の方がですね、そういう困難性を持っているわけだから、そういう方たちに対して、より柔
軟な働き方の提示、また、企業側にとっても、そういう人たちを活用するインセンティブを与える。
つまりそれは、ある意味規制の緩和なり、制度の作り直しなんですけど、そういうことをやっていく。
それが結果的に日本全体で働きづらさを抱えている人にとっての働き口を増やすことにもなるし、
活性化にもつながると思っています。

（鈴木）
　ありがとうございます。そうなんですよね、画一的な働き方のひずみっていうのは、まさにおっ
しゃる通りだと思いますね。
　私も男性の育児休業みたいなことで、全国的に登場させていただくこともあるんですけど、それ
も一緒で、一人として同じ夫婦関係とか、家庭とか絶対ないわけですよね。だから、障がいのある
方も、一人として全く同じ事情であるということは絶対ないわけだから、それをいかに違う形の選
択肢を提示していくかいうのは非常に重要なポイントで、それと中島先生がおっしゃっていただい
たような時間、場所の制約を取っ払うためにテクノロジーを活用していったりするということも大
事ではないかと思います。
　中島先生からは、そのためには、その根幹となる制度、インセンティブが大事ではないかという
お話をいただきました。
　ありがとうございます。では、奥西さんいきましょう、で、次、竹村さん、朝日先生いきましょう。

（奥西）
　先ほど、朝日先生と鈴木知事の話を聞きながら思い出したことがあります。
施設外就労でミルボンさんに入らせていただきたいというときに、私はミルボンさんに特例子会社
を作って欲しいというお願いをしたんです。
　その時に、工場長の村田取締役から、「特例子会社を作って、障がいの軽い方や雇用しやすい方
を何人か集めるのは簡単だけれども、でも、それは、あなたが本当にしたいことではないでしょう」
といわれたんですね。「なかなか、企業へ雇用されるのが難しい方たちにチャンスを作るという意
味で、そういう意味で施設外就労、支援者が一緒について行って、企業の中で働きながら、よりた
くさんの障がいのある人たちにチャンスを作っていくということがあなたたのしたいことではない
の」と、おっしゃって頂きました。
　そういう意味でも施設外就労の活用ができるかなと思いました。
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　単に工賃が高いということではなくて、働く選択肢がたくさん増えるというようなことでも、施
設外就労はいいなと思います。
　「保護より機会を」と大分の太陽の家を作られた中村医師がおっしゃいましたけども、機会は均
等にあるべきで、その機会を作っていきたいと思っています。
　それから、私、今はパン屋と菓子屋をやってまして、伊勢志摩サミットでサブレを採用頂いたり
とか、去年は、首相官邸に行かせていただいたりとか、自分たちが作ったものをいろんなところで
召し上がっていただいています。5 年前にパン屋に異動したんですけど、5 年で一応工賃は倍に、
でも、倍でも平均 38000 円くらいです。
　そんな中でも、いろんな工夫をする。とにかくチャンスを掴むということで、発想の転換をする
ことで、できることはいっぱいあるのではないかと思います。
　多様な働き方を創出するというか、作り出すというような、そういう立場に立って私たち支援者
もやっていけば、施設外就労、企業との連携だけではなく、農福であったりとか、自分たちでいろ
んな商売をしながら等いろんなことがあると思うので、自分たちの地域の中であるものは全て活用
できるというふうに考えながら、働くことを作っていきたいなと思います。

（鈴木）
　ありがとうございます。チャンスを作っていく、保護より機会を、この前、たまたま 1 月下旬に
別府に行ったときに、別府市長にその話を教えていただいて、みんなにその思いが浸透しているな
あと思った次第でありました。
　では、竹村さんお願いします。

（竹村）
　施設外就労というテーマに沿ってもう少しお話させていただくと、もしかしてできるのかもしれ
ないですけど、一つの企業に一法人が施設外就労に行くと、何対何でしたっけ、4 対１？ ６対１？ 
一つの企業に 3 法人行くと、要するに 3 人職員行かなくても、シェアという言葉、怒られるかもし
れないですけど、今日は、Ａ法人で見てねとかいうシェアできる仕組みというのも規制緩和であっ
てもいいじゃないかと思うのと、このセッションの中で知事がおっしゃられたかもしれないですけ
ど、誰かが頭をとらないといけないと考えた時に、地域地域に施設外就労促進センターみたいなも
のができ、商工会議所とかとやり取りができるコミュニケーション力のある人が、農業、一次産業
からサービス業まで全て含めて、「こんな仕事があったらどないですの」というふうなことをやり
取りできるコーディネーターを設置するというのがあった方がさらに促進するのかなという気がし
ます。
　それが着火点となったのが、「三重からはじまってるんだよ」というのをぜひ発信していただけ
ればと思う。
　あと、これからインクルーシブとか多様な働き方の中には、中島先生もおっしゃられたように、
経団連と話をしても 20 時間働けない障がい者はどんなに働いてくれても、1 時間でどんなにパ
フォーマンス示してくれてもいらないんだよね、と言われてしまう。
　要するにコンプライアンス上は雇用にカウントされる障がい者を考えた時に、週に 5 時間しか働
けないというのは雇用にカウントできないから要らないということにならないように、できたら、
僕らにとっての週 40 時間はフルタイムだけれども、この人にとっては 1 日 1 時間でフルタイムだ
よねという係数を作るとかしていくと、20 時間とか 40 時間とかの縛りから離れていって、ショー
トタイムワークの方であっても雇用としてワンカウントされますというような部分とかも含めて見

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

施設外就労「M.I.Eモデル」【報告書】
～Mie Inclusive Employment project～

139



直しが必要なんでないかなと思います。
　総じて言えるのは、実は、政治、行政含めて、障がい者雇用を推進するカードはかなり切られていっ
たと思うんです。そのカードを活かしきれていないのは、まだまだ現場のコミュニケーション力と
マンパワーの部分ということに関しては、役所のせいにするんじゃなくて、政治のせいにするんじゃ
なくて、我々自身がそのカードを活かしきる、最大化するということをしないと税金の無駄遣いじゃ
ないかなと思ったりしています。

（鈴木）
　ありがとうございます。一番最初におっしゃっていただいた、一緒の場に行っていて、担当の人
がついて行かないといけない、今日は、Ａ法人、今日は、Ｂ法人にしてくださいというのは、今は
できないので、国へ政策提案をさせていただいているところです。
　最後に、竹村さんおっしゃっていただいたカードを活かしきれていないということについては、
我々自治体行政なんかもそうだと思うんです。
　国がいろんな予算、制度を準備していたとしても、あるいは地域で頑張っていただいているいろ
んなモデルがあったとしても、自治体自身がちゃんと活かしきれていなくて、横展開できていない
ということが多々あると思いますから、カードを活かしきれていないということについては、私た
ち行政の側においても、大変重要なご示唆をいただいたなというふうにあらためて思いました。
　では、朝日先生お願いします。

（朝日）
　中島先生はじめ、皆様方の発言とベースは同じなんですけども、これからの障がい者雇用、就労
を考えていくための一つの重要な視点としては、障がい特性と言われている特性ですよね。これを
特長、しかも長いほうの特長にいかに変えていくかということが、非常に重要な意味を持ってくる
と思います。
　なぜ、そうかと言うと、今までの働くことをめぐる考え方というのは、ごく一般的な労働者とし
て働くということを求め、それに応じた訓練を行って、労働市場に参加したり、就労に参加をする
ということだったんですけど、ここの発想を逆転して、中島先生のご発言とも重なるんですけど、
障がい者問題ということで捉えるんではなくて、雇用就労、人々の働くことにおける何らかの困難
性というところで共有化をしていくということが大事だと思いますね。
　そうでないと、障がい者雇用、就労というのは特別な枠組みの中で展開するものとして、一般の
職場や地域社会の中で受け入れられにくいところがあると思います。そうでなくて、そもそも働き
にくさ、づらさは誰も持っているので、そこの障がいを特長としたものが、たまたま障がい者雇用
や就労支援だというふうな認識を、裾野を広げていくというのが大事だと思っています。
　その際には、当事者とよく言われるんですけども、私は、障がいのある方が働く上で、企業、障
がいのある当事者、支援者、この３つのプレーヤーが非常に大事だというお話をしてきました。
　今回の検証の中で、実はお一人お一人の障がい当事者の方々に、施設外就労で幸せですかという
のを直接は、私はお聞きする機会がありませんでした。
　おそらく、皆さん、それで満足、あるいは QOL を上げておられると思うんですけど、このあた
りをきちんと検証していくことが、結果的に、この「M.I.E モデル」を進めていく上での重要な前
提となっていくのかなと、自分への宿題を自分で自分に宿題を投げかけているみたいな感じですけ
ど、そのように思っています。
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（鈴木）
　ありがとうございました。最後、朝日先生からは、特性から特長へというようなこと、あと、検
証の重要性もお話しいただきました。
　最後、私がまとめる前に、皆さんから一言ずつ、会場の皆さんへお願い致します。ここに来ていらっ
しゃる皆さんは、日々、本当に思いをもって頑張っていただいている皆さん、そんな中で悩みや不
安を抱えながら、どういうふうにしていけばいいかな、いろんな答えを探しながら、でも前向きに
頑張っていただいている皆さんだと思います。
　会場にお越しの皆さんに、最後、エールを一言ずつ送っていただけばと思いますので、奥西さん、
竹村さん、中島先生、朝日先生の順でいきましょう。

（奥西）
　今日は、私たちの長年にわたる施設外就労のいろんな報告や発信をさせていただきましたけども、
まだまだ、この地域の中では開拓していない、障がいのある人たちと一緒に働けるものがあるので
はないかと思いますので、それをこれからも探していきたいと思っています。
　たくさんのチャンスはきっと転がっていると思うので、それを掴みにいきたいなと思っています。
今後共、いろいろご協力をお願いいたします。

（鈴木）
　ありがとうございました。では、竹村さんいきましょう。

（竹村）
　私、ここで、しゃべっていながらも、やらなければならない課題たくさんあります。
　今日、お越しになられている方々は、こんな時期に、こんな雨の中で来られているのは、自分の
中に課題があって来られているんだと思います。
　でも、課題があるということには、嘆く必要ないと思います。課題は誰にでもあって、それがあ
ることを嘆く必要なくて、一番、嘆くべきことは、課題に取り組んでいないという、その態度が一
番嘆かわしいと思います。
　課題があってもいいけど、それをしっかり解決するために取り組むという人になっていくと、景
色はいろんな面で変わってくるんじゃないかなと思います。一緒に頑張りましょう。

（鈴木）
　ありがとうございました。では、中島先生お願いします。

（中島）
　私は、経済学を研究している学者なんで、壇上で偉そうなことを言っていますが、自分では何も
やってないんですね。
　それで、皆さん方がいろいろやられたり、今回の「M.I.E モデル」もそうですけど、奥西さん達
がやられたことを、後から事後的に解釈して、一般化して、それをどう応用していくかという話し
かしてないんです。
　成長してくためには、現場の人たちが何か工夫してやるということが重要ですね。私が何か言っ
て、その通りやればうまくいくということはないと思います。
　で、皆さん方がいろいろ試行錯誤しながら、一歩前に進んでやられたことがうまくいって、それ
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を後から理論づけをして、こういうことだったみたいな形で整理する、そうすると、ああなるほど
というふうにわかるものです。
　今回のフォーラムは、「M.I.E モデル」についての経済学的な合理性についてお話ししましたけれ
ども、たぶん、その通りに真似をすればいいということではなく、皆さん方が、そこからさらに一
工夫して、より一歩先にということをやってはじめて、こういうフォーラムを開催する意義がある
んじゃないかと思っています。ですので、今日の私の話が少しでも参考になればありがたいです。

（鈴木）
　ありがとうございました。では、朝日先生お願いします。

（朝日）
　「M.I.E モデル」は、ミエ　インクルーシブ　エンプロイメント　プロジェクトと紹介をされてい
るところですけども、あらためて、今日、この会場の皆さんとの一体感というのは、この「M.I.E
モデル」をこのように言い換えることができるんじゃないかということでまとめさせていただきた
いと思います。「みんな　いきいき　えんかれっじ」と。
　これを機会に「M.I.E モデル」がスローガンではなくて、皆さんの力になることを祈念して私の
まとめとさせていただきます。ありがとうございました。

（鈴木）
　ありがとうございました。それぞれ、パネラーの皆さんから有意義なお話をお伺いすることがで
きたと思います。今日、会場にお越しの皆さんにも、いろんな気づきなどを得ていただいた機会に
なったのではないかと思います。
　今日、最後に、一言、私も先生方、パネルの皆さんのお話を聞かせていただいてのまとめというか、
感想というかなんですけど、
　一番最初に中島先生が全体最適というお言葉を言われました。一部の人の最適である部分最適で
はなくて、より多くの人たちの全体的な最適、全体最適ということなんですけど、当たり前のよう
に考えれば、一つの方法とか限られた方法しかなかったら、一部の人とか限られた人にしか最適が
訪れないわけですよね。いろんな方法があって、多様な方法があるから、より多くの人たちの全体
の最適が生まれてくるということだと思いますので、そのより多くの人たちの最適を生んでいくた
めの、より多くの方法を生み出していくために、企業も福祉も行政もいろんな分野の人たちがやる
べきことがあるということだと思います。
　そして、それを行動しなければ意味がないということだと思いますので、みんなで一緒に行動し
て、頑張っていきたいと思います。今日は、皆さん、どうも、ありがとうございました。
　じゃあ、司会を進行へ、逆や、進行を司会へ・・・。
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来場者アンケート結果

●対象者

施設外就労フォーラム

NIPPON特別企画（令和2年2/16（日）開催）

施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム来場者(502人)

●調査方法

アンケート用紙の配付・回収

●回収件数

１９４件
福祉関係
58.2%

企業関係
11.9%

学校関係
3.6%

行政関係
9.8%

各種関係

団体
5.7%

民生児童

委員
0.5%

学生
0.5%

無回答
0.5%

その他
9.3%

所所属属

福祉関係 企業関係 学校関係

行政関係 各種関係団体 民生児童委員

学生 無回答 その他

大変良かった
46%

まあまあ良

かった
31%

良かった
17%

やや期待

外れ
3%

大変期待

外れ
0%

無回答
3%

第第１１部部報報告告「「三三重重県県内内ででのの施施設設外外就就

労労のの実実践践」」ににつついいてて

大変良かった まあまあ良かった

良かった やや期待外れ

大変期待外れ 無回答

コメント

・施設外就労の取り組みを知ることで福

祉施設に通う方の多様な働き方が可能

となり職員のスキルアップ及び企業のメ

リットがわかりやすくなった。

・インクルーシブ就労率という指標はぜ

ひ広めたい。

・それぞれの事業所が特性を生かした支

援を行っていること、連携していることが

よくわかった。連携が広がり、障がいの

ある人が選べるようになってもらいたい。

・人の力を借りることも自分たちの力であ

ることという言葉が大きな気づきだった。

・３つの事例のポイントがそれぞれわか

りやすく、いろんな方法であることが理解

できた。事業所で連携する方法は新鮮

だった。

●対象者			 
　施設外就労フォーラム
　NIPPON特別企画（令和2年2/16㈰開催）
　施設外就労「M.I.Eモデル」フォーラム
　　　　　　　　　　　　　　　来場者（502人）
●調査方法			 
　アンケート用紙の配付・回収
●回収件数			 
　194件

コメント
・施設外就労の取り組みを知ることで福祉
施設に通う方の多様な働き方が可能となり
職員のスキルアップ及び企業のメリットが
わかりやすくなった。

・インクルーシブ就労率という指標はぜひ
広めたい。

・それぞれの事業所が特性を生かした支援
を行っていること、連携していることがよ
くわかった。連携が広がり、障がいのある
人が選べるようになってもらいたい。

・人の力を借りることも自分たちの力であ
ることという言葉が大きな気づきだった。

・３つの事例のポイントがそれぞれわかり
やすく、いろんな方法であることが理解で
きた。事業所で連携する方法は新鮮だった。

来場者アンケート結果　　　　　　　　　　　　　    
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大変良かった
42%

まあまあ良

かった
30%

良かった
25%

やや期待外

れ
2%

大変期待外れ
0%

無回答
1%

第第１１部部報報告告「「施施設設外外就就労労M.I.Eモモデデルル検検
証証報報告告」」

大変良かった まあまあ良かった 良かった

やや期待外れ 大変期待外れ 無回答

コメント

・インクルーシブ就労率という指標が

あることで企業も障がい者も一歩前に

進めると思った。もっと知って実践した

い。

・企業にとっての価値をポイントにした

視点が面白かった。

・施設外就労は支援者が実際の仕事

（福祉の支援ではなく障害を持つ方が

社会に出て就く仕事）を体験できる唯

一の機会という考えが響いた。MIEモ
デルがSDGSの8.17に寄与していると
いうことをかみくだいて説明頂いてよ

かった。

・企業、利用者、支援者の三関係のメ

リットが分かりやすく表されていたり図

にすることで分かりやすかった。

大変良かった
41%

まあまあ良かった
24%

良かった
20%

やや期待外

れ
8%

大変期待外れ
1% 無回答

6%

第第１１部部報報告告「「企企業業ににおおけけるる障障

害害ののああるる人人のの就就労労ににつついいてて」」

大変良かった まあまあ良かった 良かった

やや期待外れ 大変期待外れ 無回答

コメント

・人の強み、弱みはだれでも持って

いる。それを分析し、人材育成する

ことの大切さを学んだ。障害者雇用

についても大切な人材であることを

教えていただいた。

・社会に役立つ企業は社会がつぶさ

ないという言葉に感銘を受けた。

・障がい者にカスタマイズした配慮が

普通になるといいなと思う。

インクルーシブ就職率を目標に多く

の人にチャンスを与えられるとよいと

思った。

・伸ばそうとせず伸びる要件を創る、

まさに教育もこれ。

・インクルーシブ就労率が心に残っ

た。この言葉を心に留め、様々な働

大変良かった
42%

まあまあ良

かった
30%

良かった
25%

やや期待外

れ
2%

大変期待外れ
0%

無回答
1%

第第１１部部報報告告「「施施設設外外就就労労M.I.Eモモデデルル検検
証証報報告告」」

大変良かった まあまあ良かった 良かった

やや期待外れ 大変期待外れ 無回答

コメント

・インクルーシブ就労率という指標が

あることで企業も障がい者も一歩前に

進めると思った。もっと知って実践した

い。

・企業にとっての価値をポイントにした

視点が面白かった。

・施設外就労は支援者が実際の仕事

（福祉の支援ではなく障害を持つ方が

社会に出て就く仕事）を体験できる唯

一の機会という考えが響いた。MIEモ
デルがSDGSの8.17に寄与していると
いうことをかみくだいて説明頂いてよ

かった。

・企業、利用者、支援者の三関係のメ

リットが分かりやすく表されていたり図

にすることで分かりやすかった。

大変良かった
41%

まあまあ良かった
24%

良かった
20%

やや期待外

れ
8%

大変期待外れ
1% 無回答

6%

第第１１部部報報告告「「企企業業ににおおけけるる障障

害害ののああるる人人のの就就労労ににつついいてて」」

大変良かった まあまあ良かった 良かった

やや期待外れ 大変期待外れ 無回答

コメント

・人の強み、弱みはだれでも持って

いる。それを分析し、人材育成する

ことの大切さを学んだ。障害者雇用

についても大切な人材であることを

教えていただいた。

・社会に役立つ企業は社会がつぶさ

ないという言葉に感銘を受けた。

・障がい者にカスタマイズした配慮が

普通になるといいなと思う。

インクルーシブ就職率を目標に多く

の人にチャンスを与えられるとよいと

思った。

・伸ばそうとせず伸びる要件を創る、

まさに教育もこれ。

・インクルーシブ就労率が心に残っ

た。この言葉を心に留め、様々な働

【コメント】
・インクルーシブ就労率という指標があ
ることで企業も障がい者も一歩前に進
めると思った。もっと知って実践した
い。

・企業にとっての価値をポイントにした
視点が面白かった。

・施設外就労は支援者が実際の仕事（福
祉の支援ではなく障害を持つ方が社会
に出て就く仕事）を体験できる唯一の
機会という考えが響いた。MIE モデル
が SDGS の 8.17 に寄与しているという
ことをかみくだいて説明頂いてよかっ
た。

・企業、利用者、支援者の三関係のメリッ
トが分かりやすく表されていたり図に
することで分かりやすかった。

【コメント】
・人の強み、弱みはだれでも持っている。
それを分析し、人材育成することの大
切さを学んだ。障害者雇用についても
大切な人材であることを教えていただ
いた。

・社会に役立つ企業は社会がつぶさない
という言葉に感銘を受けた。

・障がい者にカスタマイズした配慮が普
通になるといいなと思う。
インクルーシブ就職率を目標に多くの
人にチャンスを与えられるとよいと
思った。

・伸ばそうとせず伸びる要件を創る、ま
さに教育もこれ。

・インクルーシブ就労率が心に残った。
この言葉を心に留め、様々な働き方を
考えていきたい。
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大変良かった
58%

まあまあ良

かった
23%

良かった
11%

やや期待外れ
1%大変期待外れ

0%

無回答
7%

第第２２部部「「パパネネルルデディィススカカッッシショョ

ンン」」

大変良かった まあまあ良かった 良かった

やや期待外れ 大変期待外れ 無回答

コメント

・多様な働き方はワークライフバラン

スなどの働き方改革の方向性と一致

する。

中島先生の経済学的視点から学ぶこ

とが多かった。

全体最適、配慮のコストというワード

がストンと落ちた。

・経済的な見地からの評価されること

も大切であると感じた。

・障がいの有無にかかわらず、だれも

が社会の中で活躍できる機会を作れ

るはず。

・障がい者だけの課題にとどまらず、

社会のすべての人々が多様な働き方、

価値を見出し暮らしていけるようにと

いう考え方を知ることができた。

来来場場者者かかららののココメメンントト

◇◇施施設設外外就就労労にに関関ししてて考考ええてていいるるここととななどど

・施設外就労に対して自分自身が狭い枠内で考えていたことを今回感じた。固定観念の枠を外し、

どうすれば多様の人が働きやすさを獲得できるかを検討していきたい。

・新たな取り組みにチャレンジする第一歩を事業所のためだけでなく、一人ひとりの利用者さんの

ためにトップが今一度考えていただきたい。企業は求めていると思う。福祉側のあと一歩が増える

といい。

・一つの法人だけで継続するのは大変だと思うのでいくつかの法人が連携していく仕組みが作る

のが大切だと思う。雇用率のカウントも障がいの特性にあったカウントの仕方に変えていく必要が

あると思った。

・働く意欲のある障がい者と労働不足などで苦慮している企業がお互いにメリットのあるWinWin
の関係になるように出来ればと思う。

【コメント】
・多様な働き方はワークライフバランス
などの働き方改革の方向性と一致する。

中島先生の経済学的視点から学ぶこと
が多かった。

全体最適、配慮のコストというワード
がストンと落ちた。

・経済的な見地からの評価されることも
大切であると感じた。

・障がいの有無にかかわらず、だれもが
社会の中で活躍できる機会を作れるは
ず。

・障がい者だけの課題にとどまらず、社
会のすべての人々が多様な働き方、価
値を見出し暮らしていけるようにとい
う考え方を知ることができた。

来場者からのコメント
◇施設外就労に関して考えていることなど

・施設外就労に対して自分自身が狭い枠内で考えていたことを今回感じた。固定観念の枠を外し、
どうすれば多様の人が働きやすさを獲得できるかを検討していきたい。

・新たな取り組みにチャレンジする第一歩を事業所のためだけでなく、一人ひとりの利用者さんの
ためにトップが今一度考えていただきたい。企業は求めていると思う。福祉側のあと一歩が増える
といい。

・一つの法人だけで継続するのは大変だと思うのでいくつかの法人が連携していく仕組みが作るの
が大切だと思う。雇用率のカウントも障がいの特性にあったカウントの仕方に変えていく必要があ
ると思った。

・働く意欲のある障がい者と労働不足などで苦慮している企業がお互いにメリットのあるWinWin
の関係になるように出来ればと思う。
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事業所における施設外就労の取組に関する調査 

  
 

県では、障がい者⼀⼈ひとりが、働くことを通じた経済的な⾃⽴や⾃⼰実現を
図るため、就労系サービス事業所に対する費⽤の負担や助⾔等を⾏うなどの就
労⽀援に取り組んでいます。 

特に近年、障がいの適性に応じた就労を促進するため、職場や職域の拡⼤を⽬
指し、農業や製造業を中⼼に、利⽤者が施設外の現場や企業等に赴き、施設⽀援
員の指導のもと、請負作業に従事する施設外就労に取り組む事業所が増えてき
たところです。 

県は障がい者雇⽤の促進と多様な働く場の確保とともに、⼯賃の向上の⽅策
として、施設外就労を推進することが有効と考えています。 
 つきましては、県内の事業所における施設外就労の取組の現状や課題等につ
いて把握し、今後の就労⽀援の⽅策等の参考とするため、アンケート調査を実施
します。 
 
                    三重県⼦ども・福祉部障がい福祉課 
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事業所における施設外就労の取組に関する調査集計（R１．８）

1

回答事業所について（※有効回答131件／349事業所　回答率37.5％）

就労継続支援A型 就労継続支援B型 就労移行支援

38 93 19

０～１０人 １１～２０人 ２１～３０人 ３１～４０人 ４１～５０人 ５１～６０人 ６１人以上

10 95 12 7 2 2 1

０～１０人 １１～２０人 ２１～３０人 ３１～４０人 ４１～５０人 ５１～６０人 ６１人以上

21 52 34 9 6 3 3

施設外就労取り組み状況

取り組んでいる

以前に取り組んだこ

とがあるが、今は取

り組んでいない
取り組んでいない

就労継続支援A型 26 4 15

就労継続支援B型 38 7 49

就労移行支援 9 2 13

農業 製造業 役務 その他

13 27 11 26

０～２５％未満 ０～５０％未満 ５０～７５％未満 ７５％以上

21 15 21 6

施設外就労に取り組む意義

一般企業と訓練場

の違いを知ること

ができる

現場や企業等を知

ることで勤労意欲

の向上につながる

就労でのコミュニケー

ションの取り方や姿勢

を学ぶことができる

一人ひとりの特性

に応じた作業能力

の確認ができる

作業を通じて、社会

性、自発性などの就労

能力を高めることがで

きる

一般就労への移行

の効果が期待でき

る

工賃向上が期待で

きる

利用者の適性と課

題等の把握に役立

つ

その他 該当なし

重要度１ 11 9 5 5 10 3 15 4 2 ー

重要度２ 7 12 13 4 11 3 4 8 1 2

重要度３ 2 9 7 8 14 7 8 6 0 4

障害福祉事業所における施設外就労の取組に関する調査集計結果 三重県障がい福祉課

調査期間：令和元年8月～9月
集計作成：令和元年10月1日

事業種類

定員

登録利用者数

施設外就労の取り

組み分野

施設外就労に取り

組んでいる利用者

の割合

事業所における施設外就労の取組に関する調査集計（R１．８）

2

施設外就労の事業拡大に向け、今後どのような支援が必要と考えるか

基本報酬や施設外

就労加算額の引上

げ

アドバイザーの派

遣

手引書等ノウハウ

の提供

受け入れ可能企業

等情報の提供

事業所と企業等と

のマッチング機会

の提供

複数の事業所で取

組む仕組みの導入
その他 該当なし

重要度１ 23 0 0 28 9 1 5 ー

重要度２ 6 1 3 20 25 7 0 3

重要度３ 9 3 10 5 10 15 2 8

施設外就労に取り組んでいない理由

施設外就労先への

移動が困難
支援員の不足 受け入れ先がない

契約等の手続きが

煩雑

施設外就労につい

ての情報不足

事業所内の取組で

十分

法人等の事業計画

の位置づけがない
その他 該当なし

重要度１ 6 14 11 4 4 18 1 12 ー

重要度２ 10 16 11 3 8 7 1 5 2

重要度３ 10 10 5 5 9 6 3 2 6

予定あり 今後検討
何らかの支援があ

れば検討
予定なし

5 21 25 22

農業 製造業 役務 その他

11 20 17 3

今後どの様な支援があれば取り組めるか

基本報酬や施設外就

労加算額の引上げ

アドバイザーの派

遣

手引書等ノウハウ

の提供

受け入れ可能企業

等情報の提供

事業所と企業等との

マッチング機会の提供

複数の事業所で取

組む仕組みの導入
その他 該当なし

重要度１ 13 1 10 11 8 1 4

重要度２ 5 3 5 19 10 3 1 2

重要度３ 4 2 5 4 11 5 1 11

今後の取り組み予定

今後の取り組み分野

■ 基本報酬や施設外就労加算額の引上げ
■ アドバイザーの派遣
■ 手引書等ノウハウの提供
■ 受け入れ可能企業等情報の提供
■ 事業所と企業等とのマッチング機会の提供
■ 複数の事業所で取組む仕組みの導入
■ その他
■ 該当なし

今後どの様な支援があれば取り組めるか
22

9

2029

6
13

34

6
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≪事業所における施設外就労の取組に関する調査≫ 

※個⼈情報は調査以外に利⽤いたしません。 

◆以下の各設問にお答えください。 

【Ｑ１】あなたの事業所の種類、定員及び登録利⽤者数（以下より

ご選択ください） 

＊すべての事業所にお尋ねします。 

  
種類  定員  登録利⽤者数  

≪種類≫（複数回答可） 
① 就労継続⽀援Ａ型、 ②就労継続⽀援Ｂ型、 ③就労移⾏⽀援 

≪定員≫ 
  ①０〜１０⼈ ②１１〜２０⼈ ③２１〜３０⼈ ④３１〜４０⼈ 
  ⑤４１〜５０⼈ ⑥５１〜６０⼈ ⑦６１⼈以上 
  ※複数の事業を実施している場合は合計⼈数を記⼊してください。 
≪登録利⽤者数≫ 
  ①０〜１０⼈ ②１１〜２０⼈ ③２１〜３０⼈ ④３１〜４０⼈ 
  ⑤４１〜５０⼈ ⑥５１〜６０⼈ ⑦６１⼈以上 
  ※複数の事業を実施している場合は合計⼈数を記⼊してください。 
  

【Ｑ２】 あなたの事業所では、現在、施設外就労に取組んでいま

すか。 

貴事業所名  

所在地  連絡先 
TEL: 
FAX: 

記⼊ご担当者名  職名  

回回答答用用紙紙  
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※複数の事業を実施している場合は事業ごとにご記⼊ください。 
≪取組状況≫ 

① 取り組んでいる 
② 以前に取り組んだことがあるが、今は取り組んでいない 
③ 取り組んでいない 
 

【Ｑ３−１】 施設外就労の取組分野 

＊Ｑ２で「①取り組んでいる」と回答した⽅にお尋ねします。 

 
取組分野  

  （複数回答可） 
① 農業、 ②製造業、 ③役務、 ④その他 

 

【Ｑ３−２】 施設外就労に取り組んでいる利⽤者の割合 

＊Ｑ２で「①取り組んでいる」と回答した⽅にお尋ねします。 

 
利⽤者の割合  

   
①０〜２５％未満、②２５〜５０％未満、③５０〜７５％未満、 
④７５％以上 

 

事業内容 取組状況 
就労継続⽀援Ａ型  
就労継続⽀援Ｂ型  

就労移⾏⽀援  
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※複数の事業を実施している場合は事業ごとにご記⼊ください。 
≪取組状況≫ 

① 取り組んでいる 
② 以前に取り組んだことがあるが、今は取り組んでいない 
③ 取り組んでいない 
 

【Ｑ３−１】 施設外就労の取組分野 

＊Ｑ２で「①取り組んでいる」と回答した⽅にお尋ねします。 

 
取組分野  

  （複数回答可） 
① 農業、 ②製造業、 ③役務、 ④その他 

 

【Ｑ３−２】 施設外就労に取り組んでいる利⽤者の割合 

＊Ｑ２で「①取り組んでいる」と回答した⽅にお尋ねします。 

 
利⽤者の割合  

   
①０〜２５％未満、②２５〜５０％未満、③５０〜７５％未満、 
④７５％以上 

 

事業内容 取組状況 
就労継続⽀援Ａ型  
就労継続⽀援Ｂ型  

就労移⾏⽀援  
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【Ｑ３−３】 施設外就労に取組む意義 

＊Ｑ２で「①取り組んでいる」と回答した⽅にお尋ねします。 

 
取組む意義  

（複数選択可 重要度が⾼いと思う順番に３つ以内でお答えください） 
① 現場や企業等を知ることで勤労意欲の向上につながる 
② 就労でのコミュニケーションの取り⽅や姿勢を学ぶことができる 
③ ⼀⼈ひとりの特性に応じた作業能⼒の確認ができる 
④ 作業を通じて、社会性、⾃発性などの就労能⼒を⾼めることができる 
⑤ ⼀般就労への移⾏の効果が期待できる 
⑥ ⼯賃向上が期待できる 
⑦ 利⽤者の適性と課題等の把握に役⽴つ 
⑧ その他（記述してください） 
 

 
 

 

 

【Ｑ３−４】施設外就労の事業拡⼤に向け、今後どのような⽀援

が必要と考えますか。 

＊Ｑ２で「①取り組んでいる」と回答した⽅にお尋ねします。 

 
必要な⽀援  

（複数選択可 重要性が⾼いと思う順番に３つ以内でお答えください） 
①基本報酬や施設外就労加算額の引上げ、 
②アドバイザーの派遣、 
③⼿引書等ノウハウの提供、④受け⼊れ可能企業等情報の提供、 
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⑤事業所と企業等とのマッチング機会の提供、 
⑥複数の事業所で取組む仕組みの導⼊ 
⑦その他（記述してください） 
 
 
 

 

【Ｑ４−１】取組んでいない理由 

       ＊Ｑ２で「②取り組んでいない」、「③以前取り組んだことがあ
るが今は取り組んでいない」と回答した⽅にお尋ねします。 

 
取組んでいない理由  

（複数選択可 重要性が⾼いと思う順番に３つ以内でお答えください） 
①施設外就労先への移動が困難、②⽀援員の不⾜、③受け⼊れ先がな
い、④契約等の⼿続きが煩雑、⑤施設外就労についての情報不⾜、⑥
事業所内の取組で⼗分、⑦法⼈等の事業計画の位置づけがない 
⑧その他（記述してください） 
 
 
 
 

 【Ｑ４−２】今後の取組み予定 

＊Ｑ２で「②取り組んでいない」、「③以前取り組んだことが
あるが今は取り組んでいない」と回答した⽅にお尋ねしま
す。 

 

今後の取組予定  

  （複数選択可） 
   ①予定あり、 ②今後検討、③何らかの⽀援があれば検討、 ④予定なし 
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 【Ｑ４−３】今後の取組み分野 

＊Ｑ４−２で「①予定あり」、「②今後検討」と回答した⽅

にお尋ねします。 
 

今後の取組分野  
  （複数回答可） 

① 農業、 ②製造業、 ③役務 
④その他（記述してください） 

 

 

 

 

【Ｑ４−４】今後どのような⽀援があれば取組めると考え 

ますか。 

＊Ｑ４−２で「①予定あり」、「②今後検討」、「③何らか⽀
援があれば検討」と回答した⽅にお尋ねします。 

 
必要な⽀援  

（複数選択可 重要度が⾼いと思う順番に３つ以内でお答えください） 
①基本報酬や施設外就労加算額の引上げ、②アドバイザーの派遣、 
③⼿引書等ノウハウの提供、④受け⼊れ可能企業等情報の提供、 
⑤事業所と企業等とのマッチング機会の提供、 
⑥複数の事業所で取組む仕組みの導⼊ 
⑦その他（記述してください） 

 

  
＊ご協力ありがとうございました。 
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「検証を終え改めて思うこと」

　私が養護学校（現特別支援学校）に講師として採用されたのは昭和 59 年でした。
　その際先輩から 5 年前（昭和 54 年）までは障がいのある子供たちの多くは就学を猶予
されていたということを教えて頂きました。ほんの 40 年足らずの前のことです。障害の
ある方がやっとほんの少しだけ、地域に、社会に参加していこうという時代だったと思い
ます。ですから当時私の中で障害のある方が「働く」ということは全くイメージできませ
んでしたし、養護学校（現特別支援学校）から企業就職したら「提灯行列」、それほどめっ
たにないことと表現されたことを今でも覚えています。
　社会福祉法人維雅幸育会は地域の皆さんに支えられ、育てられ設立 25 年を迎えるに至
りました。このような記念すべき年に「働きたい」という障害者の方々の思いを只々我武
者羅に前に進め、形にしてきた「施設外就労」を日本財団様、三重県様の力をお借りし、

「福祉」「経営」「経済」「企業」とこれまでに思いもよらなかった切り口で、客観的に各界
の著名なる丸山先生、中島先生、影山先生に分析頂けたことは法人にとってこの上ない幸
運でしたし、障害のある方々の働く現場に居続けてきた私にとっても大変興味深いもので
した。その上、その礎を創ってきてくれた職員のこれまでの苦労が報われるべく、私たち
の活動を「施設外就労 M.I.E モデル」と命名頂いたこと、働きたいと願う障害者の方々の
幅広いニーズと、より高い工賃を支給することでその先にある地域での暮らしに大きく寄
与できること、更に一般就労からのセーフティネットとして役割が担えること、障害者の
方々を軸足に据えた支援が大きく評価されたことは、この上ない光栄なことでした。同時
にこれからの私たちの使命は施設外就労をより広く、より多くの方々に知って頂けるよう
進化、発信し続けることと明確になりました。そしてこのことが維雅幸育会の「主体的に
行動（生きる）できる障害者を育成する」という理念に繋がり、2022 年 4 月開設予定の
新たな事業への布石となると確信しています。
　私が過去経験してきたことが大きな反省となって今、多くの障がい者の方々が「働きた
い」と胸を張って声に出せるようになりました。
　今その声と真摯に向き合い、実現させていくことが私たちに課せられた大きな役割であ
ると改めて私は確信しています。

　　令和 3 年 3 月 31 日

社会福祉法人維雅幸育会
常務理事　松村　　浩
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